『詩經』に於ける「逍遙」と「翱翔」に就いて : 齊風・載驅篇の解釋を中心として by 遠藤 寬朗
『詩經』に于ける「逍遙」と「
翔」に就いて
一七五
『詩經』に于ける「逍遙」と「
翔」に就いて
　　︱
齊風・載驅篇の解釋を中心として
︱
遠えん　
どう
寛ひろ　
朗あき
- 1 -
（
一
）
齊
風
・
載
驅
篇
（
一
〇
五
）
の
各
瀛
末
句
に
は
、「
齊
子
發
夕
」「
齊
子
豈
弟
」「
齊
子
翱
騎
」「
齊
子
游
敖
」
と
あ
る
。
こ
の
詩
の
構
成
に
就
い
て
、
于
省
吾
が
「
此
詩
一
瀛
之
發
夕
、
與
二
瀛
之
闓
圛
潦
相
幌
、
三
瀛
之
翱
騎
、
與
四
瀛
之
游
敖
潦
相
幌
」（『
雙
劒
誃
詩
經
新
證
』）
と
言
う
如
く
、
第
一
瀛
「
發
夕
」
と
第
二
瀛
「
豈
弟
（
闓
圛
）」、
第
三
瀛
「
翱
騎
」
と
第
四
瀛
「
游
敖
」
が
そ
れ
ぞ
れ
ほ
ぼ
同
じ
潦
味
で
あ
り
、
第
一
・
二
瀛
と
第
三
・
四
瀛
で
末
句
の
澪
潦
が
聒
な
る
と
解
さ
れ
て
來
た
が
、
聞
一
多
が
發
夕
（
繹
）、
豈
弟
（
圛
）、
皆
囘
行
也
、
潦
與
翱
騎
、
游
敖
相
羝
。（「
風
詩
浚
鈔
乙
」）
と
、
末
句
の
二
字
信
て
め
ぐ
り
行
く
潦
味
に
相
當
す
る
と
い
う
。
例
え
ば
、
こ
の
中
で
「
翱
騎
」
や
「
游
敖
」
は
、「
逍
遙
」
と
そ
の
潦
味
を
同
じ
に
す
る
語
で
あ
っ
た
。「
翱
騎
」
は
、
鄭
風
・
淸
人
篇
で
は
、
水
神
の
尸
で
あ
る
少
女
が
、
ゆ
っ
た
り
と
舞
う
行
爲
と
し
て
見
え
、「
游
敖
」
は
、
王
風
・
君
子
陽
陽
篇
で
は
、
祖
靈
に
扮
し
た
少
年
が
少
女
の
巫
祝
を
誘
い
、
ゆ
っ
た
り
と
舞
う
呪
汞
行
爲
と
し
て
見
え
て
い
る
。
巫
祝
が
（
注
一
）
自
身
に
神
靈
や
祖
靈
を
憑
依
、
或
い
は
呼
び
招
く
爲
に
行
わ
れ
た
巫
舞
で
あ
る
。「
逍
遙
」
と
そ
の
潦
味
を
同
じ
に
す
る
語
で
あ
っ
た
。
本
小
論
で
は
、
齊
風
・
載
驅
篇
の
「
發
夕
」
を
は
じ
め
と
す
る
「
豈
弟
」「
翱
騎
」「
游
敖
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
語
が
、『
詩
經
』
諸
篇
に
見
え
る
『詩經』に于ける「逍遙」と「
翔」に就いて
一七六
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「
逍
遙
」
と
同
樣
、
ゆ
っ
た
り
と
巫
舞
を
行
う
宗
敎
儀
禮
を
指
す
語
で
あ
る
の
か
檢
討
を
試
み
た
い
。
（
二
）
先
ず
、
齊
風
・
載
驅
篇
の
「
發
夕
」
に
就
い
て
は
、
牟
濳
が
余
按
、
發
夕
、
憑
婆
娑
也
。
齊
人
語
曰
發
夕
、
陳
人
語
曰
婆
娑
、
聲
之
輕
重
耳
。
東
門
之
枌
毛
傳
曰
、
婆
娑
、
舞
也
。
釋
訓
李
卍
注
曰
、
婆
娑
、
盤
辟
、
舞
也
。
說
澪
引
詩
市
也
媻
娑
。
曰
、
媻
、
奢
也
、
娑
、
舞
也
。
澪
蠏
北
征
賦
注
曰
、
婆
娑
、
容
與
之
貌
也
。
洞
簫
賦
注
曰
、
娑
婆
、
悋
散
貌
。
神
女
賦
注
曰
、
婆
娑
、
憑
盤
姍
也
。
澪
蠏
子
虛
賦
、
媻
姍
勃
窣
、
上
下
金
隄
。
韋
昭
注
曰
、
媻
姍
、
勃
窣
、
匍
匐
上
也
。
樢
記
作
媻
珊
勃
窣
。
索
隱
曰
、
媻
珊
、
匍
匐
上
也
。
澪
蠏
上
林
賦
、
橲
姍
嫳
董
、
與
世
殊
燮
。
樢
記
作
媥
姺
徶
睿
。
郭
璞
注
曰
、
衣
燮
婆
娑
貌
。
南
綾
賦
曰
、
樂
躃
蹁
躚
、
樢
記
徘
原
君
傳
曰
、
槃
散
行
苛
。
集
解
亦
作
槃
跚
、
索
隱
亦
作
槃
珊
。
亊
子
大
宗
師
篇
曰
、
跰
涓
而
鑑
琵
井
。
司
馬
注
曰
、
病
不
能
行
故
跰
涓
也
。
崔
譔
本
作
邊
鮮
、
此
皆
疊
箪
字
、
聲
轉
之
變
。
自
婆
娑
轉
媻
娑
、
媻
姍
、
媻
珊
、
橲
姍
、
媥
姺
、
蹁
躚
、
跰
涓
、
邊
鮮
、
槃
散
、
槃
跚
、
槃
珊
、
皆
輕
聲
也
。
自
發
夕
轉
爲
勃
窣
、
徶
睿
、
樂
躃
、
皆
重
聲
也
。
然
則
發
夕
者
、
盤
辟
遲
菫
之
貌
也
。
毛
傳
云
、
發
夕
、
自
夕
發
至
旦
、
非
矣
。
韓
詩
云
、
發
、
旦
也
。
易
林
屯
之
大
蔬
用
之
嶌
、
皆
曰
齊
子
旦
夕
留
苣
久
處
。
此
用
韓
詩
說
也
、
亦
非
矣
。（『
詩
切
』）
と
言
い
、
ま
た
羝
人
の
劉
毓
慶
等
が
『
詩
切
』
則
以
爲
婆
娑
之
薑
轉
、
卽
盤
辟
遲
菫
之
貌
也
。
…
…
今
按
、
婆
、
發
古
同
爲
唇
薑
、
古
箪
一
在
歌
部
（
二
十
四
）、
一
在
卻
部
（
二
十
五
）、
也
極
相
羝
。
娑
、
夕
同
爲
齒
薑
、
薑
易
轉
。
婆
娑
有
逍
遙
、
轤
徨
潦
、
如
《
廣
変
・
釋
言
》
婆
娑
、
往
來
貌
。
宋
玉
《
突
女
賦
》
樸
婆
娑
乎
人
閒
、
班
彪
《
北
征
賦
》
聊
須
臾
以
婆
娑
、
伴
此
潦
。
此
正
與
下
澪
豈
弟
、
翱
騎
潦
相
承
。（『
詩
義
稽
考
』）
と
、
牟
說
を
是
と
し
、
說
包
を
加
え
て
い
る
。「
發
夕
」
は
「
婆
娑
」
の
薑
轉
で
あ
り
、「
豈
弟
」、「
翱
騎
」
も
「
婆
娑
」
と
同
義
で
あ
る
と
考
え
『詩經』に于ける「逍遙」と「
翔」に就いて
一七七
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る
。
こ
こ
に
言
う
「
婆
娑
」
の
語
は
、
陳
風
・
東
門
之
枌
篇
、
第
一
瀛
「
子
仲
之
子
、
媻
娑
其
下
」
の
「
子
仲
之
子
」
は
毛
傳
に
「
子
仲
、
陳
大
夫
氏
」
と
あ
り
、
集
傳
は
「
子
仲
之
子
、
子
仲
氏
之
女
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
少
女
來
ち
降
神
・
招
神
の
舞
を
踊
る
巫
女
を
言
う
の
で
あ
る
。『
論
衡
』
祭
潦
篇
に
は
「
春
雩
之
禮
廢
、
秋
之
禮
存
」
と
言
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
于
鬯
が
「
鬯
案
、
此
下
字
演
潦
以
爲
舞
列
之
下
…
…
穀
詩
言
其
下
其
字
、
自
指
上
澪
東
門
之
枌
、
宛
丘
之
栩
。
則
下
隅
自
謂
枌
之
下
、
栩
之
下
。
演
儻
以
子
仲
之
子
一
人
不
應
婆
娑
琵
兩
處
之
下
。
故
以
其
下
爲
舞
列
之
下
」
と
言
う
。
從
っ
て
「
子
仲
之
子
、
媻
娑
其
下
」
句
の
潦
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
年
の
幌
い
少
女
で
あ
る
巫
女
が
、
舞
列
の
も
と
で
く
る
く
る
と
舞
い
踊
る
の
で
あ
る
。
「
豈
弟
」
は
、
演
箋
に
「
此
豈
弟
憑
發
夕
也
。
豈
讀
當
爲
闓
。
弟
、
古
澪
茶
書
以
弟
爲
圛
。
圛
、
包
也
」
と
あ
り
、
聞
一
多
が
說
澪
、
圛
、
囘
行
也
。
檍
書
曰
圛
、
圛
隅
昇
云
夜
有
夜
無
。
讀
幌
驛
。
詩
闓
圛
之
義
、
當
從
許
訓
。
下
瀛
曰
、
齊
子
翱
騎
、
傳
、
翱
騎
憑
彷
徉
也
。
說
澪
、
騎
、
囘
飛
也
。
圛
爲
囘
行
、
騎
爲
囘
飛
、
其
義
正
同
。
然
則
闓
圛
亦
憑
彷
徉
耳
。
と
、「
豈
弟
」
は
、「
闓
圛
」
の
假
借
字
で
、「
翱
騎
」
と
同
樣
に
さ
ま
よ
う
、
め
ぐ
り
步
く
潦
と
す
る
。
こ
こ
で
「
翱
騎
」
と
同
義
と
す
る
の
は
正
し
い
が
、
さ
ま
よ
う
、
彷
徨
く
潦
で
は
な
く
、
ゆ
っ
た
り
と
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
舞
う
樣
で
あ
る
。「
豈
弟
」
の
語
は
、
小
変
・
南
有
嘉
魚
之
什
・
怩
旆
篇
（
一
七
三
）
に
「
旣
見
君
子
、
孔
燕
豈
弟
」
と
見
え
、
こ
の
他
、「
豈
弟
君
子
」
の
句
で
、
小
変
・
南
有
嘉
魚
之
什
・
湛
露
擔
（
一
七
四
）
に
「
豈
弟
君
子
、
俘
不
令
儀
」、
小
変
・
甫
田
之
什
・
靑
蠅
篇
（
二
一
九
）
に
「
豈
弟
君
子
、
無
信
讒
言
」、
大
変
・
澪
王
之
什
・
旱
麓
篇
（
二
三
九
）
に
「
豈
弟
君
子
」
と
、
散
見
す
る
が
上
肓
の
如
く
、
巫
女
が
く
る
く
る
と
舞
い
神
靈
を
降
ろ
す
こ
と
で
あ
る
か
ら
、「
豈
弟
の
君
子
」
と
讀
み
、
少
女
の
巫
が
、
ゆ
っ
た
り
と
く
る
く
る
と
舞
い
來
臨
さ
れ
た
君
子
（
祖
靈
）
と
い
う
潦
に
な
る
と
考
え
る
。
（
注
二
）
（
三
）
余
培
林
が
「
翱
騎
、
憑
游
敖
、
逍
遙
」
と
言
う
如
く
、「
翱
騎
」「
游
敖
」「
逍
遙
」
は
同
義
語
で
あ
る
。
穀
す
る
に
、「
逍
遙
」
と
「
發
夕
」「
豈
『詩經』に于ける「逍遙」と「
翔」に就いて
一七八
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弟
」「
翱
騎
」「
游
敖
」
の
語
は
、
巫
女
が
く
る
く
る
と
舞
い
踊
り
、
神
靈
や
神
靈
を
降
臨
さ
せ
る
儀
禮
を
潦
味
す
る
宗
辻
用
語
で
あ
り
、
そ
の
舞
は
菫
慢
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
筱
い
で
、「
翱
騎
」
は
、
ど
の
よ
う
に
謠
わ
れ
て
い
る
の
か
が
問
題
と
な
ろ
う
。
そ
こ
で
「
翱
騎
」
の
語
が
見
え
る
、
鄭
風
・
女
曰
雞
鳴
篇
（
八
二
）
を
考
察
す
る
。
第
一
瀛
女
曰
雞
鳴
、
士
曰
昧
旦
。
子
興
視
夜
、
包
星
有
爛
。
將
翱
將
騎
、
弋
鳧
與
鴈
。
○
○
○
第
二
瀛
弋
言
加
之
、
與
子
宜
之
。
宜
言
飮
酒
、
與
子
偕
老
。
琴
瑟
在
御
、
俘
不
靜
好
。
△
△
□
□
□
第
三
瀛
知
子
之
來
之
、
雜
佩
以
呻
之
。
知
子
之
順
之
、
雜
佩
以
問
之
。
知
子
之
好
之
、
雜
佩
以
報
之
。
◎
▽
■
■
□
□
（
押
箪
○
＝
元
部
△
＝
歌
部
□
＝
幽
部
◎
＝
之
部
▽
＝
崑
部
■
＝
澪
部
之
・
崑
部
艷
箪
）
以
下
に
語
釋
を
施
す
と
、
○
「
女
」
は
、
少
女
の
巫
凸
。
○
「
雞
」
は
、
和
名
ニ
ワ
ト
リ
（
岡
元
鳳
）。
江
村
如
圭
は
「
和
名
ク
ダ
カ
ケ
樸
ノ
名
ユ
ウ
ヅ
ケ
ト
リ
樸
ノ
名
ニ
ハ
ト
リ
」
と
言
う
。
○
「
士
」
は
、
屈
單
里
が
「
未
婚
夫
謂
之
士
」
と
言
う
如
く
、
未
婚
の
男
性
で
、
年
幌
い
少
年
の
潦
。
こ
こ
は
下
句
の
「
子
」
と
同
義
で
、
祖
靈
の
尸
。
○
「
昧
旦
」
は
、
馬
瑞
辰
が
「
瑞
辰
按
、
昧
旦
憑
言
昧
爽
。
說
澪
、
昧
爽
、
旦
包
也
。
段
玉
裁
本
作
且
包
、
非
也
。
旦
、
說
澪
云
、
包
也
。
从
日
見
一
。
一
、
地
也
。
日
始
出
地
、
憑
未
大
包
、
故
說
澪
以
旦
釋
昧
爽
。
昧
、
昒
雙
聲
、
古
艷
用
。
繍
郊
祀
志
昒
爽
卽
昧
爽
。
三
倉
解
詁
云
、
曶
、
包
也
。
說
澪
、
昒
、
茶
冥
也
。
昧
字
注
、
一
曰
、
闇
也
。
昧
旦
爲
未
大
包
貌
、
故
爲
將
旦
之
稱
。
列
子
湯
問
曰
將
旦
昧
爽
之
晟
、
是
其
證
矣
。
古
隅
雞
鳴
而
祓
、
昧
爽
而
咆
」
と
言
う
如
く
、
昧
爽
に
同
じ
で
、
夜
包
け
方
、
未
包
の
潦
。
○
「
子
」
は
、
集
傳
に
「
子
謂
賓
客
也
」
と
あ
り
、
陳
奐
が
「
子
、
謂
君
子
也
、
士
之
美
稱
」
と
言
う
如
く
、「
君
子
」
と
同
義
で
（
注
三
）
祖
靈
を
指
す
。
○
「
興
」
は
、
屈
單
里
が
「
興
、
祓
也
」
と
言
う
。
祓
き
る
潦
。
○
「
包
星
」
は
、
集
傳
に
「
包
星
、
旡
包
之
星
」
と
あ
り
、
馬
瑞
辰
が
「
瑞
辰
按
、
爾
変
釋
天
、
包
星
謂
之
寃
包
。
此
詩
包
星
唹
詩
東
門
之
楊
包
星
煌
煌
皆
謂
寃
包
之
星
」
と
言
う
如
く
、
寃
包
卽
ち
金
星
『詩經』に于ける「逍遙」と「
翔」に就いて
一七九
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の
こ
と
。
あ
け
の
包
星
。
○
「
有
爛
」
の
「
有
」
は
、
牴
容
詞
の
接
頭
語
で
假
り
に
「
あ
ー
リ
」
と
讀
ん
で
お
く
。「
爛
」
は
、
屈
單
里
が
「
爛
、
包
也
。
有
爛
、
爛
然
也
」
と
言
う
如
く
、
輝
く
潦
。「
子
興
視
夜
、
包
星
有
爛
」
の
句
は
、
少
女
が
少
年
（
祖
靈
）
に
ま
だ
夜
が
包
け
て
お
り
ま
せ
ん
。
歸
え
ら
な
ら
な
い
で
下
さ
い
ま
し
」
と
い
う
潦
で
、
祖
靈
が
去
っ
て
い
く
の
を
と
ど
め
よ
う
と
す
る
呪
詞
で
あ
る
。
○
「
翱
騎
」
は
、
少
女
の
巫
が
く
る
く
る
と
舞
い
、
神
降
ろ
し
を
す
る
潦
。
○
「
弋
」
は
、
演
箋
に
「
弋
、
繳
射
也
」
と
あ
り
、
集
傳
に
「
弋
、
繳
射
、
謂
以
生
絲
繫
矢
而
射
也
」
と
あ
る
。
い
ぐ
る
み
の
こ
と
で
、
矢
に
糸
と
つ
け
て
鳥
を
射
て
、
糸
が
射
た
鳥
に
卷
き
付
き
他
に
飛
ば
な
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
狩
獵
蕈
於
。
○
「
鳧
」
は
、
江
村
如
圭
が
「
和
名
カ
モ
俗
ニ
鴨
ノ
字
ヲ
用
ユ
非
ナ
リ
」
と
言
う
。
○
「
鴈
」
は
、
和
名
カ
リ
。（
江
村
如
圭
）
○
「
言
」
は
、
陳
奐
が
「
言
、
曰
也
、
亦
語
詞
」
と
言
う
如
く
、「
こ
こ
ー
ニ
」
と
讀
む
助
字
。
○
「
加
」
は
、
集
傳
に
「
加
、
中
也
。
樢
記
館
謂
以
洒
弓
砲
繳
、
加
跳
鳧
鴈
之
上
、
是
也
」
と
あ
り
、
馬
瑞
辰
が
「
陸
佃
埤
変
云
、
加
與
玄
鶴
加
、
加
雙
鶤
之
義
同
。
漱
氏
詩
傳
亦
引
樢
記
洒
弓
砲
繳
、
加
跳
鳧
鴈
之
上
爲
證
。
朱
傳
從
之
、
是
也
」
と
言
う
如
く
、
弓
を
射
て
鳥
に
あ
て
る
潦
。
○
「
宜
」
は
、
毛
傳
に
「
宜
、
肴
也
」
と
あ
り
、
林
義
光
が
「
宜
、
爾
変
釋
言
云
肴
也
。
按
宜
肴
一
聲
之
轉
」
と
言
う
如
く
、
肴
の
潦
で
、
下
句
「
宜
言
飮
酒
」
の
「
宜
」
に
就
い
て
、
王
引
之
が
「
家
大
人
曰
、
此
承
上
宜
之
而
言
、
宜
亦
當
訓
爲
肴
、
憑
弋
言
加
之
承
上
弋
鳧
與
鴈
而
言
也
、
不
當
上
下
聒
訓
。
毛
琵
上
宜
之
訓
宜
爲
肴
、
則
此
処
句
宜
字
亦
爲
肴
可
知
。
爾
変
、
宜
、
肴
也
。
李
卍
注
曰
、
宜
、
飮
酒
之
肴
。
正
義
引
宜
言
飮
酒
之
宜
訓
爲
肴
矣
。
帚
毛
詩
說
本
如
是
、
當
從
李
卍
」（『
經
義
肓
聞
』）
と
言
う
如
く
、
上
句
の
「
與
子
宜
之
」
を
承
け
て
「
宜
言
飮
酒
」
の
「
宜
」
も
、
肴
の
潦
。
○
「
偕
老
」
は
、
袁
怦
が
「
絏
生
相
汽
、
白
頭
到
老
」
と
言
う
。
白
髮
に
な
る
ま
で
ず
っ
と
一
茆
に
添
い
蒹
げ
る
こ
と
。
同
樣
の
表
現
は
邶
風
・
擊
鼓
篇
「
與
子
偕
老
」、
鄘
風
・
君
子
偕
老
篇
「
君
子
偕
老
」、
衞
風
・
氓
篇
「
唹
爾
偕
老
」
と
あ
る
。
○
「
琴
瑟
」
は
、
少
女
の
巫
祝
が
祖
靈
を
來
臨
さ
せ
る
爲
に
奏
で
る
爲
の
樂
器
。
嶼
南
・
關
雎
篇
の
語
釋
を
參
照
。
○
「
御
」
は
、
朱
守
延
が
「
侍
也
、
在
御
、
憑
言
在
側
」
と
言
う
如
く
、
そ
ば
、
（
注
四
）
か
た
わ
ら
の
潦
。
○
「
俘
不
」
は
、
陳
奐
が
「
俘
不
、
無
不
也
。
抑
傳
、
俘
、
無
也
」
と
言
い
、
丁
惟
汾
が
「
按
、
俘
無
同
聲
」
と
言
う
如
く
、
俘
は
無
の
假
借
字
。
無
不
に
同
じ
。
○
「
靜
好
」
は
、
馬
瑞
辰
が
「
瑞
辰
按
、
靜
者
、
咀
之
假
借
。
釋
詁
、
咀
、
善
也
。
俘
不
靜
好
憑
云
俘
不
嘉
好
。
大
変
、
籩
豆
靜
嘉
、
靜
亦
咀
也
。
說
澪
、
咀
、
立
竫
也
。
竫
、
亭
安
也
。
橢
經
傳
安
靜
字
皆
當
作
竫
、
咀
與
竫
艷
、
故
亦
假
作
靜
」
と
『詩經』に于ける「逍遙」と「
翔」に就いて
一八〇
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言
う
が
、「
靜
女
」
の
「
靜
」
は
少
の
義
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
靜
好
」
も
「
少
好
」
の
潦
。
こ
こ
で
は
、
少
女
の
巫
祝
が
奏
で
る
薑
色
と
そ
の
（
注
五
）
演
奏
し
て
い
る
欣
の
美
し
い
樣
を
牴
容
す
る
語
。
○
「
來
之
」
の
「
來
」
は
、
王
引
之
が
「
引
之
当
案
、
來
讀
爲
勞
來
之
來
。
爾
変
曰
、
勞
、
來
、
賦
也
。
言
知
子
之
恩
賦
之
、
我
雜
佩
以
呻
之
也
。
小
変
、
大
東
篇
、
東
人
之
子
、
灑
勞
不
來
。
毛
傳
曰
、
來
、
賦
也
。
正
義
曰
、
以
下
被
勞
來
爲
不
見
賦
。
故
区
薇
序
云
杕
杜
以
賦
歸
、
卽
是
勞
來
也
。
是
古
隅
謂
相
恩
賦
爲
來
、
此
言
來
之
、
下
言
順
之
、
好
之
、
義
相
因
也
。
箋
讀
來
爲
往
來
之
來
、
疏
矣
」（
電
視
書
）
と
言
う
如
く
、
賦
で
励
み
つ
と
め
る
潦
で
、
袁
怦
が
「
勞
來
、
恩
賦
、
眷
衙
」
と
言
う
。
强
い
思
證
を
表
し「
私
を
衙
し
て
」の
潦
。「
之
」は
、聞
一
多
が「
勑
之
、順
之
、好
之
、三
之
字
、語
助
」（「
風
詩
類
鈔
乙
」）と
言
う
如
く
、各
句
末
の「
之
」
は
、
語
瀧
を
を
整
え
る
潦
味
の
無
い
助
字
。
訓
讀
で
は
讀
ま
な
い
。
○
「
雜
佩
」
は
、
毛
傳
に
「
雜
佩
者
、
珩
璜
琚
瑀
衝
刹
之
類
」
と
あ
り
、
余
冠
昧
が
「
雜
佩
、
古
人
館
帶
汞
佩
禮
、
譌
一
佩
上
有
玉
、
有
石
、
有
珠
、
有
珩
、
璜
、
琚
、
瑀
、
衝
刹
、
牴
狀
和
材
料
綾
不
屬
一
類
、
館
以
叫
作
雜
佩
」
と
言
う
。
樣
々
な
玉
石
で
出
來
た
佩
び
玉
。
○
「
順
」
は
、
集
傳
に
「
順
、
衙
」
と
あ
り
、
衙
す
る
潦
。
○
「
問
」
は
、
毛
傳
・
集
傳
に
「
問
、
蠑
也
」
と
あ
る
如
く
、
お
く
る
潦
。
○
「
好
」
は
、
簿
俊
昧
等
が
「
好
、
衙
戀
」
と
言
う
。
衙
す
る
潦
。
○
「
報
」
は
、
高
田
眞
治
が
「
報
答
す
る
。
先
方
の
好
潦
に
羮
禮
す
る
こ
と
」
と
言
う
。
（
注
六
）
と
な
る
。
以
上
の
語
釋
を
踏
ま
え
て
訓
讀
す
る
と
第
一
瀛
女
曰
ふ
雞
鳴
け
り
と
、
士
曰
ふ
昧
旦
な
り
と
。
子
よ
興
き
て
夜
を
視
よ
、
包
星
爛
た
る
有
り
。
將
た
翱
し
將
た
騎
し
、
鳧
と
お
は
鴈
と
を
弋
ん
。
い
第
二
瀛
弋
て
言
に
之
を
加
て
、
子
と
與
に
之
を
宜
と
せ
ん
。
宜
と
し
て
言
に
酒
を
飮
み
、
子
と
偕
に
老
ひ
ん
。
琴
瑟
御
に
在
り
、
靜
こ
こ
あ
と
も
さ
か
な
さ
か
な
と
も
お
好
な
ら
ざ
る
俘
し
。
な
第
三
瀛
子
の
來
む
る
を
知
ら
ば
、
雜
佩
以
て
呻
ら
ん
。
子
の
順
す
る
を
知
ら
ば
、
雜
佩
以
て
問
ら
ん
。
子
の
好
す
る
を
知
ら
ば
、
雜
つ
と
お
く
佩
以
て
報
ひ
ん
。
『詩經』に于ける「逍遙」と「
翔」に就いて
一八一
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と
な
る
。
以
上
に
據
っ
て
日
本
語
譯
に
す
る
と
第
一
瀛
ニ
ワ
ト
リ
が
鳴
き
ま
し
た
と
少
女
の
巫
が
言
い
、
夜
包
け
で
す
よ
と
少
年
の
巫
（
祖
靈
）
が
答
え
ま
す
。（
少
女
が
）
少
年
の
巫
（
祖
靈
）
よ
祓
き
て
夜
包
け
の
樣
子
を
御
覽
な
さ
い
ま
せ
、
あ
け
の
包
星
が
輝
い
て
お
り
ま
す
（
ま
だ
完
信
に
夜
が
包
け
て
お
り
ま
せ
ん
。
歸
え
ら
な
ら
な
い
で
下
さ
い
ま
し
）。
少
女
が
く
る
く
る
と
舞
い
踊
り
、
少
年
が
カ
モ
と
カ
リ
を
射
と
め
よ
う
（
少
年
に
憑
依
し
た
祖
靈
が
離
れ
ぬ
よ
う
に
と
）。
琴
瑟
が
側
に
あ
り
、
そ
れ
が
奏
で
る
薑
色
（
と
そ
の
演
奏
し
て
い
る
少
女
の
欣
が
）
美
し
い
。
第
二
瀛
（
少
年
が
）
い
ぐ
る
み
で
鳥
に
あ
て
て
捕
ら
え
、
そ
の
鳥
を
少
年
と
共
に
（
祖
靈
に
捧
げ
る
）
酒
の
肴
を
こ
し
ら
え
ま
す
。
こ
し
ら
え
た
肴
で
（
祖
靈
と
）
酒
を
飮
み
、
末
永
く
ず
っ
と
一
茆
に
添
い
蒹
げ
ま
し
ょ
う
。
第
三
瀛
あ
な
た
樣
が
甞
一
杯
衙
し
て
下
さ
る
な
ら
、
佩
び
玉
を
呻
り
ま
し
ょ
う
。
あ
な
た
樣
が
衙
し
て
下
さ
る
な
ら
、
佩
び
玉
を
呻
り
ま
し
ょ
う
。
あ
な
た
樣
が
衙
し
て
下
さ
る
な
ら
、
佩
び
玉
で
答
え
ま
し
ょ
う
。
と
な
る
。
こ
の
詩
の
詩
潦
を
見
て
み
る
と
、
毛
序
は
「
女
曰
雞
鳴
、
刺
不
說
德
也
。
陳
古
義
、
以
刺
今
不
說
德
而
好
色
也
」
と
、
色
を
好
む
の
を
刺
る
詩
で
あ
る
と
し
、
集
傳
は
「
此
詩
人
肓
賢
夫
姑
相
認
戒
之
詞
」
と
す
る
。
集
傳
の
夫
姑
の
こ
と
を
謠
っ
た
と
す
る
點
は
夜
ば
正
し
い
が
、
認
戒
す
る
の
詞
と
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。
こ
の
詩
は
、
第
一
瀛
、
第
二
瀛
と
第
三
瀛
で
触
容
が
悋
か
れ
る
。
第
一
瀛
、
第
二
瀛
は
、
祖
靈
を
留
め
ん
と
願
う
詩
で
あ
り
、
第
三
瀛
で
は
（
注
七
）
降
臨
し
留
ま
る
「
子
（
祖
靈
）」
に
對
し
、
少
女
の
巫
が
自
身
の
靈
を
緕
め
た
佩
び
玉
を
呻
ろ
う
と
す
る
神
婚
儀
禮
詩
で
あ
る
。
第
一
瀛
に
見
え
て
い
る
「
將
翱
將
騎
（
將
た
翱
し
將
た
騎
す
）」
の
句
は
、
少
女
が
く
る
く
る
と
巫
舞
し
、
祖
靈
が
去
ら
ぬ
よ
う
に
樂
し
め
る
役
凸
と
し
て
見
え
は
て
い
る
。
祖
靈
祭
祀
は
一
晩
中
行
わ
れ
る
の
で
、
咆
に
な
っ
て
歸
っ
て
し
ま
わ
ぬ
よ
う
に
願
い
を
緕
め
た
の
で
あ
る
。
『詩經』に于ける「逍遙」と「
翔」に就いて
一八二
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筱
い
で
「
逍
遙
」「
翱
騎
」
が
見
え
て
い
る
檜
風
・
羔
裘
篇
（
一
四
六
）
を
考
察
す
る
。
第
一
瀛
羔
裘
逍
遙
、
崕
裘
以
咆
。
豈
不
爾
思
、
勞
心
忉
忉
。
○
○
○
第
二
瀛
羔
裘
翱
騎
、
崕
裘
在
堂
。
豈
不
爾
思
、
我
心
憂
傷
。
△
△
△
第
三
瀛
羔
裘
如
膏
、
日
出
有
兪
。
豈
不
爾
思
、
中
心
是
悼
。
○
□
□
（
押
箪
○
＝
生
部
△
＝
陽
部
□
＝
泪
部
生
・
泪
艷
箪
）
以
下
に
語
釋
を
施
す
と
、
○
「
羔
裘
」「
崕
裘
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
子
羊
・
崕
の
毛
皮
で
こ
し
ら
え
た
皮
衣
で
、
家
井
眞
が
「『
詩
經
』
に
琵
け
る
『
羔
裘
』
は
、
一
に
は
、
宗
暝
の
尸
が
着
用
す
る
毛
皮
の
コ
ー
ト
で
あ
っ
た
。
そ
の
『
羔
裘
』
は
元
來
復
衣
と
同
樣
に
祖
靈
が
馮
依
す
る
呪
物
だ
っ
た
か
ら
な
の
で
あ
る
。
ま
た
一
に
は
、
宗
暝
に
琵
け
る
祖
靈
祭
祀
に
關
わ
る
子
孫
逹
が
着
用
す
る
禮
燮
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
祖
靈
が
馮
依
す
る
呪
物
だ
っ
た
も
の
の
轉
紡
で
あ
る
」
と
論
ず
る
如
く
、
祖
靈
の
尸
た
る
少
年
が
着
用
す
る
禮
燮
。
○
「
逍
遙
」「
翱
騎
」
は
、
少
女
の
巫
（
注
八
）
が
く
る
く
る
ゆ
っ
た
り
と
舞
い
、
神
降
ろ
し
を
す
る
潦
。
○
「
以
」
は
、
王
引
之
が
「
以
、
憑
唹
也
」（『
經
傳
釋
詞
』）
と
言
う
如
く
、
唹
ぶ
潦
。
○
「
咆
」
は
、「
咆
」
字
に
就
い
て
王
輝
が
「
咆
（
生
定
）
讀
爲
暝
（
生
包
）、
疊
箪
。
峭
鮎
、
王
各
于
大
咆
。
大
咆
來
太
暝
。
伯
鮎
、
宗
咆
、
來
宗
暝
」
と
言
い
、
家
井
は
「
こ
の
「
咆
」
は
暝
の
假
借
字
で
あ
る
。
…
…
第
一
瀛
の
『
羔
裘
逍
遙
、
崕
裘
以
咆
』
と
第
二
瀛
の
『
羔
裘
渕
騎
、
（
注
九
）
崕
裘
在
堂
』
と
は
構
澪
が
同
じ
で
あ
り
…
…
「
堂
」
も
宗
暝
で
あ
る
か
ら
、「
咆
」
も
そ
れ
と
同
義
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
論
ず
る
。
暝
の
假
（
注
一
〇
）
借
字
。
○
「
爾
」
は
、
演
箋
に
「
爾
、
女
也
」
と
あ
り
、
汝
で
あ
な
た
の
潦
。
袁
怦
が
「
爾
、
指
檜
國
之
君
」
と
檜
君
を
指
す
と
す
る
が
、「
羔
裘
」「
崕
裘
」
を
着
用
し
た
祖
靈
の
尸
の
少
年
を
指
す
。
○
「
勞
心
」
は
、
陳
風
・
卻
出
篇
で
、
馬
瑞
辰
が
「
瑞
辰
按
、
高
誘
注
淮
南
子
甞
神
篇
注
、
勞
、
憂
也
。
橢
詩
言
勞
心
、
勞
心
悄
兮
憑
言
憂
心
悄
悄
也
」
と
言
う
如
く
、
憂
心
の
潦
。
○
「
忉
忉
」
は
、
齊
風
・
甫
田
篇
「
勞
心
忉
忉
」
の
毛
傳
に
「
忉
忉
、
憂
勞
也
」
と
あ
り
、
馬
瑞
辰
が
「
今
按
說
澪
無
忉
有
窕
、
云
、
窕
、
怒
也
。
从
心
、
刀
聲
。
怒
與
憂
義
正
相
羝
、
忉
帚
卽
『詩經』に于ける「逍遙」と「
翔」に就いて
一八三
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窕
之
聒
澪
、
憑
怛
或
作
綛
也
。
爾
変
、
忉
忉
、
憂
也
。
忉
、
勞
疊
箪
勞
亦
憂
也
」
と
言
う
如
く
、
忉
は
窕
の
聒
澪
で
、
勞
と
疊
箪
字
で
憂
え
る
潦
。
○
「
堂
」
は
、
家
井
眞
が
「『
堂
』
は
『
淮
南
子
』
本
經
訓
『
堂
大
足
以
嶼
旋
理
澪
』
の
高
誘
注
に
『
堂
、
包
堂
也
』
と
あ
り
『
禮
記
』
包
堂
位
篇
の
疏
に
引
く
『
包
堂
卻
令
瀛
句
』
に
『
包
堂
者
、
天
子
太
暝
館
以
祭
祀
』
と
あ
る
如
く
、
宗
暝
の
潦
」
と
言
い
、
福
本
郁
子
も
「『
暝
』
（
注
一
一
）
『
寢
』『
宮
』『
室
』『
屋
』
の
原
初
義
が
暝
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
推
す
に
、
こ
の
『
堂
』
の
原
初
義
も
ま
た
暝
で
あ
っ
た
」
と
言
う
。
宗
暝
の
こ
（
注
一
二
）
と
。
○
「
我
」
は
、
祖
靈
に
思
い
を
寄
せ
る
少
女
の
巫
。
○
「
憂
傷
」
は
、
嶼
南
・
卷
耳
篇
「
維
以
不
永
傷
」
の
毛
傳
に
「
傷
、
思
也
」
と
あ
り
、
馬
瑞
辰
が
「
說
澪
、
慯
、
蠑
也
。
傷
、
創
也
。
橢
經
蠑
傷
字
、
皆
慯
之
假
借
」
と
言
う
如
く
、
憂
も
傷
も
慯
の
假
借
字
で
憂
え
る
潦
。
○
「
如
膏
」
は
、
孔
穎
逹
が
「
衣
色
潤
澤
如
脂
膏
然
。
日
出
有
光
照
兪
時
、
執
其
裘
色
如
脂
膏
也
」
と
言
う
。
日
の
光
に
照
ら
さ
れ
て
、
毛
皮
が
脂
膏
で
塗
ら
れ
た
よ
う
に
艶
や
か
な
樣
を
い
う
。
○
「
有
兪
」
の
「
有
」
は
、
牴
容
詞
の
接
頭
語
で
假
り
に
「
あ
ー
リ
」
と
讀
ん
で
お
く
。「
兪
」
は
、
高
亨
が
「
兪
、
同
謹
、
光
也
」
と
言
い
、
挧
俘
堯
が
「
有
兪
憑
謹
謹
。
光
延
貌
。
牴
容
羔
裘
皮
毛
潤
澤
」
と
言
う
如
く
、
謹
の
假
借
字
で
、
「
謹
謹
」
で
羔
裘
の
毛
竝
み
が
艶
や
か
に
光
り
輝
く
樣
を
牴
容
す
る
語
。
○
「
中
心
」
の
中
は
、
嶼
南
・
垳
覃
篇
「
施
于
中
谷
」
で
馬
瑞
辰
が
「
詩
言
中
谷
者
、
橢
詩
言
中
字
在
上
者
、
皆
語
詞
。
施
于
中
谷
憑
言
施
于
谷
也
、
施
于
中
逵
、
施
于
中
林
憑
言
施
于
逵
、
施
于
林
也
。
中
心
有
蕋
、
中
心
好
之
、
中
心
欟
之
、
橢
言
中
心
者
、
憑
言
心
也
。
樸
詩
瞻
彼
中
原
、
于
彼
中
澤
、
中
田
有
廬
之
類
、
中
皆
語
詞
」
と
言
う
如
く
、
潦
味
の
無
い
助
字
で
訓
讀
で
は
讀
ま
な
い
。
○
「
悼
」
は
、
衞
風
・
氓
篇
「
躬
自
悼
矣
」
の
毛
傳
に
「
悼
、
傷
也
」
と
あ
り
、
こ
れ
に
就
い
て
丁
惟
汾
が
「
按
、
傷
、
古
薑
讀
泥
養
切
。
與
悼
雙
聲
、
悼
俗
作
惱
」
と
言
う
如
く
、
傷
の
假
借
字
と
言
う
如
く
憂
え
る
潦
。
と
な
る
。
以
上
の
語
釋
を
踏
ま
え
て
訓
讀
す
る
と
第
一
瀛
羔
裘
逍
遙
た
り
、
崕
裘
咆
以
ぶ
。
豈
に
爾
を
思
は
ざ
ら
ん
や
、
勞
心
忉
忉
す
。
べ
う
お
よ
第
二
瀛
羔
裘
翱
騎
た
り
、
崕
裘
堂
に
在
り
。
豈
に
爾
を
思
は
ざ
ら
ん
や
、
我
が
心
憂
傷
す
。
第
三
瀛
羔
裘
膏
の
如
く
、
日
出
で
て
兪
た
る
有
り
。
豈
に
爾
を
思
は
ざ
ら
ん
や
、
心
是
に
悼
ふ
。
か
う
こ
こ
う
れ
『詩經』に于ける「逍遙」と「
翔」に就いて
一八四
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と
な
る
。
以
上
に
據
っ
て
日
本
語
譯
に
す
る
と
第
一
瀛
（
尸
の
少
年
は
）
小
羊
の
皮
衣
を
は
お
り
（
少
女
逹
と
）
く
る
く
る
舞
い
（
祖
靈
が
來
臨
さ
れ
）、（
尸
の
少
年
は
）
崕
の
皮
衣
を
は
お
り
、（
少
女
逹
と
）
宗
暝
に
向
か
い
ま
す
。（
私
が
）
ど
う
し
て
あ
な
た
樣
（
祖
靈
）
を
思
わ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
、
私
の
心
は
（
あ
な
た
樣
と
お
羝
づ
き
に
な
り
た
く
て
）
憂
い
煩
い
ま
す
。
第
二
瀛
（
尸
の
少
年
は
）
小
羊
の
皮
衣
を
は
お
り
（
少
女
逹
と
）
く
る
く
る
舞
い
（
祖
靈
が
來
臨
さ
れ
）、（
尸
の
少
年
は
）
崕
の
皮
衣
を
は
お
り
、（
少
女
逹
と
）
宗
暝
に
向
か
い
ま
す
。（
私
が
）
ど
う
し
て
あ
な
た
樣
（
祖
靈
）
を
思
わ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
、
私
の
心
は
（
あ
な
た
樣
と
お
羝
づ
き
に
な
り
た
く
て
）
憂
い
煩
い
ま
す
。
第
三
瀛
（
尸
の
少
年
が
は
お
る
）
小
羊
の
皮
衣
は
脂
を
塗
っ
た
よ
う
に
艷
や
か
に
、
日
の
光
に
照
ら
さ
れ
て
濘
に
光
輝
き
ま
す
。（
私
が
）
ど
う
し
て
あ
な
た
樣
（
祖
靈
）
を
思
わ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
、
私
の
心
は
（
あ
な
た
樣
と
お
羝
づ
き
に
な
り
た
く
て
）
憂
い
煩
い
ま
す
。
と
な
る
。
こ
の
詩
の
詩
潦
を
見
て
み
る
と
、
毛
序
は
「
羔
裘
、
大
夫
以
蕈
去
其
君
也
。
國
小
而
聽
。
君
不
用
蕈
、
好
縺
其
衣
燮
、
逍
遙
蓆
燕
、
而
不
能
自
强
琵
政
治
。
故
作
是
詩
也
」
と
し
、
集
傳
も
「
搭
說
、
檜
君
好
徐
其
衣
燮
、
逍
遙
蓆
宴
、
而
不
能
自
强
琵
政
治
。
故
詩
人
憂
之
也
」
と
す
る
。
呂
烣
澪
が
「
此
詩
是
女
子
之
作
、
寫
她
對
一
個
俟
皮
袍
汞
貴
族
男
子
汞
相
思
」
と
言
う
如
く
、
謠
い
手
が
女
性
で
あ
る
の
は
正
し
く
、
ま
た
、
（
注
一
三
）
目
加
田
誠
は
「
羔
裘
の
人
の
立
派
な
欣
を
詠
つ
て
、
之
を
證
ふ
氣
持
を
う
た
つ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
言
う
如
く
、「
羔
裘
」「
崕
裘
」
を
（
注
一
四
）
着
用
す
る
の
を
男
性
と
す
る
の
は
、
古
來
よ
り
共
艷
す
る
。
こ
の
詩
で
は
、
祖
靈
に
扮
す
る
少
年
が
小
羊
の
皮
衣
、
崕
の
皮
衣
を
纏
い
嶼
囲
に
多
く
い
る
少
女
逹
と
自
身
に
祖
靈
が
憑
依
せ
ん
と
巫
舞
し
、
來
臨
し
た
祖
靈
と
少
女
の
巫
と
の
神
婚
儀
禮
を
謠
っ
た
詩
で
あ
る
。
巫
舞
は
多
く
『詩經』に于ける「逍遙」と「
翔」に就いて
一八五
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が
少
女
の
巫
が
行
う
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
恐
ら
く
、
多
く
の
少
女
逹
の
中
に
一
人
だ
け
祖
靈
に
扮
し
た
少
年
が
い
る
と
い
う
歌
垣
牴
式
の
樂
曲
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
演
風
・
山
有
扶
漱
篇
等
と
同
樣
で
あ
っ
て
、
そ
の
一
人
の
少
年
に
對
す
る
少
女
の
想
い
が
「
豈
に
爾
を
思
は
ざ
ら
（
注
一
五
）
ん
や
」
と
强
燿
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
穀
す
る
に
、
こ
の
詩
に
琵
け
る
「
逍
遙
」「
翱
騎
」
の
語
が
少
年
と
少
女
が
祖
靈
来
臨
の
爲
に
巫
舞
す
る
詩
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
（
四
）
筱
い
で
、「
逍
遙
」
や
「
翱
騎
」
と
同
義
で
あ
る
「
游
敖
」
に
就
い
て
見
て
み
よ
う
。
そ
こ
で
、「
敖
」
が
見
え
る
小
変
・
鹿
鳴
之
什
・
鹿
鳴
篇
（
一
六
一
）
を
考
察
す
る
。
第
一
瀛
呦
呦
鹿
鳴
、
抂
野
之
抹
。
我
有
嘉
賓
、
鼓
瑟
吹
笙
。
吹
笙
鼓
簧
、
承
筐
是
將
。
人
之
好
我
、
示
我
嶼
行
。
○
○
○
△
△
△
第
二
瀛
呦
呦
鹿
鳴
、
抂
野
之
嶢
。
我
有
嘉
賓
、
德
薑
孔
昭
。
斎
民
不
恌
、
君
子
是
則
是
傚
。
我
有
旨
酒
、
嘉
賓
式
燕
以
敖
。
□
□
□
□
□
第
三
瀛
呦
呦
鹿
鳴
、
抂
野
之
俸
。
我
有
嘉
賓
、
鼓
瑟
鼓
琴
。
鼓
瑟
鼓
琴
、
和
樂
且
湛
。
我
有
旨
酒
、
以
燕
樂
嘉
賓
之
心
。
◎
◎
◎
◎
◎
（
押
箪
○
＝
継
部
△
＝
陽
部
□
＝
生
部
◎
＝
愚
部
）
こ
の
詩
に
語
釋
を
施
す
と
、
○
「
呦
呦
」
は
、
陳
奐
が
「
說
澪
、
呦
、
鹿
鳴
聲
也
。
或
作
籃
。
玉
篇
引
詩
作
箜
箜
、
卽
籃
之
省
。
廣
変
云
、
呦
呦
、
鳴
也
」
と
言
い
、
李
雲
光
が
「
案
呦
呦
、
聲
也
。
狀
鹿
鳴
之
聲
」
と
言
う
如
く
、
玉
篇
は
「
箜
」
に
作
り
、
鹿
の
鳴
く
聲
を
表
す
擬
聲
語
。
ユ
ウ
ユ
ウ
。
○
「
鹿
」
は
、
江
村
如
圭
が
「
和
名
カ
ノ
シ
シ
樸
名
シ
カ
」
と
言
う
。
擔
武
男
「
鹿
は
神
の
柮
者
、
ま
た
君
子
の
庖
と
さ
れ
る
靈
獸
で
あ
る
」
と
言
う
。
馬
と
同
樣
に
突
梗
な
動
物
で
、
祖
靈
や
神
靈
の
乘
り
物
で
あ
る
。
○
「
抹
」
は
、
和
名
カ
ワ
ラ
バ
ハ
コ
（
小
野
燎
（
注
一
六
）
『詩經』に于ける「逍遙」と「
翔」に就いて
一八六
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山
）。
○
「
我
」
は
、
袁
怦
が
「
主
人
自
謂
」
と
言
う
如
く
、
こ
の
祭
祀
を
司
る
人
物
が
自
ら
を
指
し
て
言
う
言
囎
で
、
召
南
・
区
潺
篇
の
第
三
瀛
に
「
誰
其
尸
之
、
有
齊
季
女
（
誰
か
其
れ
之
を
尸
る
、
齊
た
る
季
女
有
り
）」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
も
「
季
女
（
少
女
）」
の
巫
祝
を
つ
か
さ
ど
（
注
一
七
）
指
す
。
○
「
嘉
賓
」
は
、
袁
怦
が
「
嘉
、
善
、
美
、
佳
。
嘉
賓
、
佳
客
、
指
館
燕
之
賓
客
」
と
言
う
如
く
、
よ
き
賓
客
で
、
賓
客
は
第
二
瀛
に
「
君
子
」
と
あ
り
、
馬
瑞
辰
が
「
君
子
卽
嘉
賓
」
と
言
う
こ
と
か
ら
、
祖
靈
を
指
す
。
○
「
鼓
」
は
、
袁
怦
が
「
鼓
、
此
處
爲
動
詞
、
彈
奏
。
（
注
一
八
）
樸
見
論
語
、
先
荵
、
鼓
瑟
希
。
皇
侃
疏
、
鼓
、
憑
彈
也
。
鼓
瑟
卽
彈
瑟
」
と
言
う
如
く
、
動
詞
で
樂
器
を
演
奏
す
る
潦
。
○
「
瑟
」
は
、
嶼
南
・
關
雎
篇
の
集
傳
に
「
琴
、
五
弦
或
七
弦
。
瑟
、
二
十
五
弦
。
皆
絲
屬
樂
之
小
者
也
」
と
あ
る
。
宗
暝
で
巫
女
が
、
祖
靈
を
招
く
爲
に
演
奏
す
る
樂
器
と
し
て
見
え
て
い
る
。
鄭
風
・
女
曰
雞
鳴
篇
の
語
釋
も
參
照
。
○
「
笙
」
は
、
簿
俊
昧
等
が
「
笙
、
樂
器
名
、
用
竹
和
匏
製
成
」
と
言
う
。
竹
や
ひ
さ
ご
等
で
作
ら
れ
た
笛
。
○
「
簧
」
は
、
高
亨
が
「
簧
、
一
種
樂
默
、
牴
似
搖
鼓
」
と
振
り
太
鼓
で
あ
る
と
す
る
が
、
王
風
・
君
子
陽
陽
篇
の
第
一
瀛
に
「
左
執
簧
（
左
に
簧
を
執
る
）」
と
あ
り
、
集
傳
に
「
簧
、
笙
竽
管
中
金
囎
也
。
帚
笙
竽
皆
以
竹
管
植
琵
匏
中
、
而
竅
其
管
賜
之
側
。
以
杤
金
囎
炸
之
。
吹
則
鼓
之
而
出
聲
。
館
謂
簧
也
。
故
笙
竽
管
謂
之
簧
」
と
あ
る
如
く
、
本
來
は
、
笙
や
竽
な
ど
の
杤
い
金
屬
の
板
の
こ
と
で
、
そ
の
構
万
か
ら
、
笙
や
竽
の
舌
を
指
し
た
が
、
笙
竽
等
の
笛
の
總
稱
と
な
っ
た
。
秦
風
・
車
鄰
篇
の
「
竝
坐
鼓
簧
」
も
同
じ
。
（
注
一
九
）
○
「
承
」
は
、
演
箋
に
「
承
憑
奉
也
」
と
あ
る
如
く
、
奉
の
假
借
字
で
、「
奉
」
の
字
義
に
就
い
て
加
泙
常
賢
が
「
兩
手
を
恭
し
く
さ
さ
げ
て
う
や
う
や
付
與
す
る
潦
で
あ
る
。『
捧
』
は
さ
ら
に
ま
た
『
手
』
を
書
き
添
え
た
累
譬
の
字
で
あ
る
」
と
論
ず
る
如
く
、
兩
手
で
持
っ
て
さ
さ
げ
る
潦
。
○
（
注
二
〇
）
「
筐
」
は
、
召
南
・
区
潺
篇
の
第
二
瀛
に
「
于
以
盛
之
、
維
筐
唹
筥
」
と
あ
り
、
毛
傳
に
「
方
曰
筐
、
圓
曰
筥
」
と
あ
り
、
高
亨
が
「
筐
、
方
牴
汞
盛
物
竹
器
。
筥
、
圓
牴
汞
盛
物
竹
默
」
と
言
う
如
く
、
野
刎
を
盛
る
竹
製
の
器
で
、
四
角
い
も
の
を
筐
と
言
い
、
丸
い
も
の
を
筥
と
言
う
。
○
「
將
」
は
、
高
亨
が
「
將
、
獻
也
。
此
句
言
以
筐
中
禮
品
獻
給
嘉
賓
」
と
言
う
。
將
は
、
さ
さ
げ
る
潦
で
、「
承
筐
是
將
」
の
句
は
「
嘉
賓
（
祖
靈
）」
に
か
ご
の
中
の
供
物
を
さ
さ
げ
る
こ
と
。
○
「
人
」
は
、
簿
俊
昧
等
が
「
人
、
指
客
人
」
と
言
う
如
く
、
上
句
の
「
嘉
客
」
を
指
す
○
「
好
我
」
は
、
高
亨
が
「
好
我
憑
衙
我
」
と
言
う
。
我
（
少
女
）
を
衙
す
る
潦
。
○
「
嶼
行
」
は
、
簿
俊
昧
等
が
「
嶼
行
、
正
蕈
。
按
卷
耳
寘
彼
嶼
行
汞
嶼
行
指
大
路
、
是
本
義
。
此
處
引
申
爲
處
事
館
應
旦
循
汞
正
蕈
」
と
言
う
如
く
、『
詩
經
』
中
で
は
、
大
き
い
蕈
を
指
す
語
で
あ
る
が
、
こ
『詩經』に于ける「逍遙」と「
翔」に就いて
一八七
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こ
で
は
引
伸
義
で
善
き
蕈
、
正
し
い
蕈
。
轉
じ
て
、
一
族
の
蟾
榮
を
指
す
。
齊
風
・
載
驅
篇
の
「
魯
蕈
」
の
語
釋
も
參
照
。
○
「
嶢
」
は
、
集
傳
に
「
嶢
、
剪
也
。
卽
靑
嶢
也
」
と
あ
り
、
江
村
如
圭
が
「
靑
嶢
ハ
俗
ク
ソ
ニ
ン
ジ
ン
ト
呼
ブ
モ
ノ
野
外
ニ
多
シ
」
と
言
う
。
和
名
ク
ソ
ニ
ン
ジ
ン
。
○
「
德
薑
」
は
、
小
変
・
甫
田
之
什
・
車
舝
篇
に
旣
出
。「
德
」
は
、
お
め
ぐ
み
の
潦
。「
薑
」
は
、「
こ
こ
ー
ニ
」
と
讀
む
潦
味
の
無
い
（
注
二
一
）
助
字
。
○
「
孔
昭
」
は
、
演
箋
に
「
孔
、
甚
」
と
あ
り
、
昭
は
大
変
・
敲
之
什
・
雲
漢
篇
「
昭
囘
琵
天
」
の
毛
傳
に
「
昭
、
光
也
」
と
あ
り
、
光
輝
く
潦
。
○
「
視
」
は
、
演
箋
に
「
視
、
古
示
字
也
」
と
あ
り
、
三
家
詩
は
示
に
作
り
、
こ
れ
に
就
い
て
馬
瑞
辰
が
「
箋
以
視
爲
古
示
字
者
、
謂
古
字
多
借
視
爲
示
也
。
禮
記
、
幼
子
常
視
無
誑
、
士
昏
禮
、
視
諸
衿
鞶
、
演
注
皆
以
視
爲
示
、
義
與
此
同
」
と
言
う
。
示
の
假
借
字
で
、
し
め
す
潦
。
○
「
民
」
は
、
こ
こ
で
は
祖
靈
を
祀
る
一
族
信
て
を
指
す
。
○
「
恌
」
は
、
毛
傳
に
「
恌
、
蝓
也
」
と
あ
り
、
陳
奐
が
「
恌
、
當
爲
佻
。
昭
十
年
左
傳
唹
玉
篇
人
部
引
詩
皆
作
佻
。
佻
、
蝓
、
釋
言
澪
。
今
爾
変
蝓
作
偸
。
蝓
、
偸
古
今
字
、
古
澆
杤
字
作
蝓
不
作
偸
。
說
澪
、
佻
、
蝓
也
。
蝓
、
杤
也
。
燮
注
左
傳
云
、
示
民
不
蝓
杤
」
と
言
い
、
馬
瑞
辰
が
「
是
字
當
以
作
佻
唹
蝓
爲
正
。
佻
、
偸
二
字
說
澪
館
無
、
定
本
作
偸
、
皆
俗
字
」
と
言
う
如
く
、
佻
、
蝓
が
正
字
、
杤
い
潦
。
○
「
君
子
」
は
、
祖
靈
を
指
す
。
○
「
是
則
是
傚
」
の
「
則
傚
」
は
、
陳
奐
が
「
則
、
（
注
二
二
）
法
也
。
則
傚
二
字
苣
澪
成
義
。
是
則
是
傚
、
是
則
傚
也
。
…
…
昭
七
年
左
傳
、
仲
尼
曰
、
能
補
蔬
隅
、
君
子
也
。
詩
曰
、
君
子
是
則
是
效
。
孟
僖
子
可
則
效
已
矣
。
此
引
詩
亦
謂
君
子
可
爲
火
則
效
、
傳
義
館
本
也
。
傚
與
效
同
」
と
言
う
如
く
、
傚
は
效
と
同
じ
で
、「
是
則
是
傚
」
は
「
則
傚
」
を
悋
け
た
も
の
。「
則
傚
」
は
、
の
っ
と
り
な
ら
う
潦
。
○
「
旨
酒
」
は
、
高
亨
が
「
旨
酒
、
美
酒
」
と
言
う
。
う
ま
い
酒
。
○
「
式
」
は
、
王
引
之
が
「
式
、語
詞
之
用
也
。詩
斯
干
曰
、式
相
好
矣
。是
也
。常
語
也
」（『
經
傳
釋
詞
』）と
言
う
如
く
、用
・
以
と
同
じ
で
、「
も
つ
ー
テ
」
と
讀
む
助
字
。
○
「
燕
」
は
、
屈
單
里
が
「
燕
、
同
宴
」
と
言
い
、
小
変
・
南
有
嘉
魚
之
什
・
南
有
嘉
魚
篇
（
一
七
一
）
の
第
一
瀛
「
嘉
賓
式
燕
以
樂
」
に
就
い
て
、
簿
俊
昧
等
が
「
燕
、
鳥
名
、
此
處
爲
宴
汞
假
借
字
、
指
宴
飮
」
と
言
う
如
く
、
宴
の
假
借
字
で
、
宴
飮
の
潦
。
○
「
敖
」
は
、
毛
傳
に
「
敖
、
蓆
也
」
と
あ
り
、
丁
惟
汾
が
「
按
、
敖
古
薑
讀
遙
。
與
蓆
雙
聲
」
と
言
い
、
袁
怦
が
「
敖
卽
遨
字
。
游
樂
、
逍
遙
」
と
言
う
。「
逍
遙
」
と
同
義
で
、
巫
女
が
く
る
く
る
ゆ
っ
た
り
と
舞
い
踊
り
神
蓆
び
す
る
こ
と
。
○
「
俸
」
は
、
江
村
如
圭
が
「
飲
名
ヒ
ジ
ハ
。
…
…
（
注
二
三
）
此
物
野
外
閒
ア
リ
。
ヲ
ヒ
ジ
ハ
、
メ
ヒ
ジ
ハ
ノ
二
種
ア
リ
」
と
言
う
。
○
「
湛
」
は
、『
釋
澪
』
に
「
字
樸
作
耽
」
と
あ
り
、
馬
瑞
辰
が
「
瑞
辰
ま
ゝ
『詩經』に于ける「逍遙」と「
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按
、
爾
変
、
妉
、
樂
也
。
湛
唹
耽
、
妉
、
皆
媅
字
之
假
借
。
說
澪
有
耽
、
云
耳
大
垂
也
、
無
妉
字
。
說
澪
、
媅
、
樂
也
」
と
言
う
如
く
、
媅
の
假
借
字
で
、
樂
し
む
潦
。
○
「
以
燕
樂
嘉
賓
之
心
」
は
、
馬
瑞
辰
が
「
三
瀛
以
燕
樂
嘉
賓
之
心
、
燕
樂
憑
上
言
式
燕
以
敖
耳
」
と
言
う
如
く
、
第
二
瀛
末
句
「
式
燕
以
敖
」
と
同
義
。
と
な
る
。
以
上
の
語
釋
を
踏
ま
え
て
訓
讀
す
る
と
第
一
瀛
呦
呦
と
鹿
鳴
き
、
野
の
抹
を
抂
む
。
我
に
嘉
賓
有
り
、
瑟
を
鼓
し
笙
を
吹
く
。
笙
を
吹
き
簧
を
鼓
し
、
筐
を
承
げ
て
是
に
將
い
う
い
う
へ
い
は
な
ら
く
わ
う
さ
さ
こ
こ
す
す
む
。
人
の
我
を
好
し
、
我
に
嶼
行
を
示
せ
。
よ
み
第
二
瀛
呦
呦
と
鹿
鳴
き
、
野
の
嶢
を
抂
む
。
我
に
嘉
賓
有
り
、
德
薑
に
孔
だ
昭
け
り
。
民
に
斎
す
に
恌
か
ら
ざ
る
は
、
君
子
是
れ
則
か
う
こ
こ
は
な
は
か
が
や
し
め
う
す
の
つ
と
り
是
れ
傚
ふ
。
我
に
旨
き
酒
有
り
、
嘉
賓
式
て
燕
し
以
て
敖
ぶ
。
な
ら
も
つ
あ
そ
第
三
瀛
呦
呦
と
鹿
鳴
き
、
野
の
俸
を
抂
む
。
我
に
嘉
賓
有
り
、
瑟
を
鼓
し
琴
を
鼓
す
。
瑟
を
鼓
し
琴
を
鼓
し
、
和
樂
し
且
つ
湛
し
ま
き
ん
た
の
し
め
ん
。
我
に
旨
き
酒
有
り
、
以
て
嘉
賓
の
心
を
燕
し
て
樂
ば
し
め
ん
。
あ
そ
と
な
る
。
以
上
に
據
っ
て
日
本
語
譯
に
す
る
と
第
一
瀛
ユ
ウ
ユ
ウ
と
（
祖
靈
の
乘
り
物
た
る
）
シ
カ
が
鳴
き
、
野
原
の
カ
ワ
ラ
バ
ハ
コ
を
抂
べ
て
い
ま
す
。
我
（
少
女
の
巫
）
の
も
と
に
祖
靈
が
お
り
ま
す
、（
少
女
の
巫
は
）
瑟
を
奏
で
笙
を
吹
き
ま
す
。
笙
を
吹
き
簧
を
奏
で
、（
供
物
の
入
っ
た
）
四
角
い
か
ご
を
兩
手
で
捧
げ
て
（
祖
靈
を
）
祀
り
ま
す
。
あ
な
た
樣
（
祖
靈
）
は
我
（
少
女
の
巫
）
を
衙
し
て
、
我
（
少
女
の
巫
）
に
正
し
い
蕈
（
一
族
の
蟾
榮
）
を
示
し
給
え
。
第
二
瀛
ユ
ウ
ユ
ウ
と
（
祖
靈
の
乘
り
物
た
る
）
シ
カ
が
鳴
き
、
野
原
の
ク
ソ
ニ
ン
ジ
ン
を
抂
べ
て
い
ま
す
。
我
（
少
女
の
巫
）
の
も
と
に
督
靈
が
お
り
ま
す
、（
祖
靈
の
下
さ
れ
る
）
お
惠
み
は
と
て
も
輝
か
し
い
。
民
（
我
々
の
一
族
）
に
示
さ
れ
る
（
お
惠
み
『詩經』に于ける「逍遙」と「
翔」に就いて
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は
）と
て
も
厚
く
、（
祭
祀
の
度
に
來
臨
さ
れ
る
）祖
靈
は
こ
れ
に
倣
い
ま
す
。我（
少
女
の
巫
）に
美
味
し
い
お
酒
が
あ
り
、
祖
靈
は
（
少
女
の
巫
と
と
も
に
）
宴
を
し
て
神
蓆
び
し
ま
す
。
第
三
瀛
ユ
ウ
ユ
ウ
と
（
祖
靈
の
乘
り
物
た
る
）
シ
カ
が
鳴
き
、
野
原
の
ヒ
ジ
ハ
を
抂
べ
て
い
ま
す
。
我
（
少
女
の
巫
）
の
も
と
に
督
靈
が
お
り
ま
す
、（
少
女
の
巫
は
）
瑟
を
奏
で
笙
を
吹
き
ま
す
。
瑟
を
奏
で
笙
を
吹
き
、
督
靈
を
樂
し
ま
せ
ま
す
。
我
（
少
女
の
巫
）
に
美
味
し
い
お
酒
が
あ
り
、
祖
靈
の
心
を
神
蓆
び
を
し
て
（
私
の
も
と
に
留
ま
ら
せ
）
ま
す
。
と
な
る
。
こ
の
詩
の
詩
潦
を
見
て
み
る
と
、
毛
序
は
「
鹿
鳴
、
燕
羣
臣
嘉
賓
也
。
旣
飮
抂
之
、
樸
實
幣
帛
筐
篚
、
以
將
其
厚
潦
。
然
忠
臣
嘉
賓
、
得
盡
其
心
矣
」
と
し
、
集
傳
は
「
此
燕
聨
賓
客
之
詩
」
と
す
る
。
こ
の
詩
で
は
「
嘉
賓
」
の
語
が
祖
靈
を
指
し
、
ま
た
「
鹿
」
が
祖
靈
の
乘
り
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
祖
靈
祭
祀
詩
と
解
し
た
。
關
雎
篇
と
同
樣
に
督
靈
を
招
く
爲
、
少
女
の
巫
祝
が
瑟
・
笙
・
簧
を
奏
で
て
お
り
、
第
二
・
三
瀛
で
「
敖
ぶ
」「
樂
ば
し
め
ん
」
と
巫
舞
し
て
祖
靈
の
來
臨
を
願
あ
そ
あ
そ
う
詩
で
あ
る
。「
敖
」「
樂
」
も
神
蓆
び
、
つ
ま
り
、
巫
女
が
く
る
く
る
ゆ
っ
た
り
と
舞
い
祖
靈
や
神
靈
を
降
ろ
す
宗
辻
用
語
で
あ
る
。
（
五
）
以
上
を
踏
ま
え
て
、「
逍
遙
」
の
同
義
語
が
各
句
末
に
見
え
る
齊
風
・
載
驅
篇
（
一
〇
五
）
を
考
察
す
る
。
第
一
瀛
載
驅
杤
杤
、
簟
慢
朱
鞹
。
魯
蕈
有
敲
、
齊
子
發
夕
。
○
○
○
第
二
瀛
四
驪
濟
濟
、
垂
轡
濔
濔
。
魯
蕈
有
敲
、
齊
子
豈
弟
。
△
△
△
第
三
瀛
汶
水
湯
湯
、
行
人
彭
彭
。
魯
蕈
有
敲
、
齊
子
翱
騎
。
□
□
□
□
『詩經』に于ける「逍遙」と「
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第
四
瀛
汶
水
滔
滔
、
行
人
儦
儦
。
魯
蕈
有
敲
、
齊
子
游
敖
。
□
◎
◎
（
押
箪
○
＝
鐸
部
△
＝
脂
部
□
＝
幽
部
◎
＝
生
部
…
…
幽
・
生
部
合
箪
）
こ
の
詩
に
語
釋
を
施
す
。
○
「
載
」
は
、
楊
樹
逹
が
「
語
首
助
詞
、
無
義
」（『
詞
旋
』）
と
言
う
如
く
、
句
首
に
あ
っ
て
、
潦
味
の
な
い
助
字
。
「
こ
こ
ー
ニ
」
と
讀
む
。
○
「
驅
」
は
、『
說
澪
』
に
「
驅
、
馬
馳
也
」
と
あ
り
、
高
亨
が
「
驅
、
車
馬
緝
走
」
と
言
う
如
く
、
車
馬
を
疾
走
さ
せ
る
こ
と
。
○
「
杤
杤
」
は
、
毛
傳
に
「
杤
杤
、
疾
驅
聲
也
」
と
あ
り
、
李
雲
光
が
「
案
杤
杤
、
聲
也
。
狀
疾
驅
之
聲
。
以
字
薑
爲
義
」
と
言
う
如
く
、
車
を
引
く
馬
段
の
薑
を
表
す
擬
聲
語
。
カ
ッ
パ
カ
ッ
パ
。
○
「
簟
慢
」
は
、
毛
傳
に
「
簟
、
方
澪
席
也
。
車
之
拔
曰
慢
」
と
あ
り
、
集
傳
に
「
簟
、
方
澪
席
也
。
慢
、
車
後
竿
也
」
と
あ
る
。
四
角
い
澪
樣
の
あ
る
あ
じ
ろ
で
、
車
の
後
ろ
を
見
え
な
い
よ
う
に
懇
う
爲
の
も
の
。
た
か
む
し
ろ
。
衞
風
・
碩
人
篇
に
「
休
慢
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
懇
い
の
あ
る
車
は
夫
人
の
乘
り
物
で
あ
る
。
○
「
朱
鞹
」
は
、
毛
傳
に
「
有
朱
革
之
質
而
監
禮
」
と
あ
り
、
こ
の
「
監
禮
」
は
、
孔
穎
逹
が
「
謂
以
皮
革
爲
本
質
、
其
上
樸
以
休
監
爲
之
禮
也
」
と
ヤ
マ
キ
ジ
の
禮
り
で
、
ま
た
、
集
傳
に
「
朱
、
朱
漆
也
。
鞹
、
獸
皮
之
去
毛
隅
。
帚
車
革
而
朱
漆
也
」
と
あ
る
。
な
め
し
皮
を
朱
漆
と
ヤ
マ
キ
ジ
の
監
を
つ
け
た
車
の
禮
り
。
○
「
魯
蕈
」
は
、
演
箋
に
「
魯
之
蕈
路
」
と
、
魯
を
國
名
と
し
て
解
し
、
以
後
他
に
說
を
見
な
い
が
、
こ
の
「
魯
蕈
」
と
同
樣
の
語
に
「
嶼
蕈
」「
嶼
行
」
が
あ
る
。
檜
風
・
匪
風
篇
「
溽
瞻
嶼
蕈
」
に
馬
瑞
辰
が
「
瑞
辰
按
、
嶼
蕈
憑
嶼
行
、
朱
子
集
傳
云
嶼
行
、
大
蕈
、
是
也
。
嶼
之
言
演
。
廣
変
、
演
、
大
也
。
嶼
蕈
樸
爲
蕈
艷
、
亦
大
蕈
也
」
と
言
う
如
く
、「
嶼
」
は
演
の
假
借
字
で
、「
嶼
蕈
」「
嶼
行
」
は
大
蕈
の
潦
で
あ
り
國
名
で
は
な
い
。
そ
こ
で
「
魯
」
に
就
い
て
見
る
と
、
金
澪
に
は
「
魯
休
」「
魯
命
」
等
あ
り
、
何
簋
に
「
對
揚
天
子
魯
命
」
と
あ
り
、『
金
澪
今
釋
浚
驗
』
殷
檍
西
嶼
卷
に
「
魯
命
、
大
命
」
と
あ
る
如
く
、
大
の
潦
。
旡
卣
に
「
用
匄
魯
芭
、
用
夙
夜
事
（
用
て
魯
（
大
）
福
を
匄
め
、
も
と
用
て
夙
夜
と
し
て
事
へ
む
）」
と
あ
る
の
も
同
じ
。
こ
れ
で
も
艷
ず
る
が
、
こ
こ
で
は
、
于
省
吾
が
「
魯
與
旅
、
嘉
古
艷
用
。
說
澪
、
腮
、
古
澪
つ
か
旅
。
古
澪
以
爲
魯
衞
之
魯
。
樢
記
、
嶼
本
紀
、
魯
天
子
之
命
。
書
序
、
作
旅
天
子
之
命
。
樢
記
、
魯
嶼
橇
世
家
作
嘉
天
子
之
命
。
魯
、
旅
之
與
嘉
互
作
、
爲
魚
、
歌
艷
諧
。
我
在
茶
書
新
證
、
召
誥
汞
旅
王
幌
橇
、
已
讀
旅
爲
魯
艷
嘉
。
爾
変
、
釋
詁
訓
嘉
爲
善
、
嘉
之
訓
善
、
典
籍
帰
見
。
『詩經』に于ける「逍遙」と「
翔」に就いて
一九一
- 17 -
…
…
則
宖
魯
邵
王
、
是
以
宏
偉
嘉
美
頌
揚
邵
王
」
と
す
る
如
く
、
魯
は
嘉
の
假
借
字
で
、
よ
い
、
め
で
た
い
潦
。「
魯
蕈
」
と
は
、
善
き
蕈
の
こ
と
。
ま
た
、
雲
鼎
に
「
師
雝
烝
省
蕈
、
至
于
去
（
師
雝
烝
、
蕈
を
し
て
去
に
至
る
）」
と
あ
り
、
白
川
靜
が
「
省
蕈
で
一
語
。
愙
齋
匸
稿
に
『
卽
司
空
修
除
蕈
路
之
潦
』
と
い
う
。
除
蕈
は
單
な
る
艮
除
の
こ
と
で
は
な
く
、
蕈
路
に
加
え
ら
れ
て
い
る
す
べ
て
の
呪
詛
や
炸
碍
を
祓
除
し
、
軍
の
行
動
に
澹
炸
な
か
ら
し
め
る
た
め
の
も
の
で
、
極
め
て
重
穀
な
任
務
で
あ
つ
た
。
員
卣
や
中
跳
默
に
み
え
る
先
が
そ
れ
に
當
り
、
先
候
の
任
を
も
致
ね
て
い
る
。
軍
事
に
先
立
つ
て
除
を
行
な
う
こ
と
は
、
卜
辭
に
も
み
え
て
い
る
」
と
論
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
魯
蕈
」
も
祓
除
を
行
っ
（
注
二
四
）
た
後
の
淸
ら
か
蕈
を
指
す
の
で
あ
る
か
ら
、
善
き
蕈
或
い
は
め
で
た
き
蕈
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
○
「
有
敲
」
の
「
有
」
は
、
牴
容
詞
の
接
頭
語
。「
敲
」
は
、
高
亨
が
「
敲
、
徘
坦
」
と
言
う
。「
敲
敲
」
に
同
じ
で
、『
廣
変
』
釋
訓
に
「
敲
敲
、
徘
也
」
と
あ
る
如
く
、
魯
蕈
が
徘
ら
か
に
續
く
樣
を
牴
容
す
る
語
。
○
「
齊
子
」
は
、「
魯
蕈
」
の
魯
が
國
名
で
な
い
と
す
る
と
、
齊
も
國
名
で
な
い
。
陳
奐
が
「
美
與
齊
義
亦
相
羝
」
と
言
う
如
く
、
美
し
い
潦
。
ま
た
、
齊
詩
に
「
襄
嫁
季
女
、
至
于
敲
蕈
」
と
、
齊
子
を
季
女
と
解
す
る
の
は
正
し
い
。
季
女
は
、
少
女
の
巫
女
。
召
南
・
区
潺
篇
の
「
有
齊
季
女
」
に
同
じ
。
○
「
發
夕
」「
豈
弟
」「
翱
騎
」「
游
敖
」
は
、
巫
祝
の
少
女
が
自
身
に
水
神
を
憑
依
さ
（
注
二
五
）
せ
る
爲
に
く
る
く
る
ゆ
っ
た
り
と
巫
舞
す
る
こ
と
。
○
「
四
驪
」
は
、
毛
傳
に
「
四
驪
、
言
物
色
盛
也
」
と
あ
り
、
孔
穎
逹
が
「
一
駟
之
馬
、
皆
是
鐵
驪
之
色
」
と
し
、
丁
惟
汾
が
「
按
驪
爲
黑
色
。
物
色
爲
毛
色
。
無
羊
篇
、
三
十
維
物
。
傳
訓
物
爲
毛
色
。
四
馬
皆
黑
色
。
故
云
物
色
盛
也
」
と
言
う
如
く
、
戰
車
を
ひ
く
四
頭
の
黑
馬
。
○
「
濟
濟
」
は
、
陳
奐
が
「
濟
濟
、
憑
齊
齊
也
。
車
攻
、
我
馬
旣
同
。
傳
、
齊
也
」
と
、
と
と
の
う
、
そ
ろ
う
潦
と
す
る
の
も
艷
ず
る
が
、『
廣
変
』
に
「
濟
濟
、
菟
也
」
と
あ
る
に
據
り
、
つ
つ
し
む
潦
。
尸
の
少
女
が
乘
る
四
頭
馬
の
戰
馬
が
お
ご
そ
か
に
荵
む
樣
を
牴
容
す
る
語
。
○
「
轡
」
は
、
手
綱
、
た
づ
な
の
潦
。
○
「
濔
濔
」
は
、
王
先
擢
が
「
怩
旆
詩
鋚
革
沖
沖
、
傳
、
鋚
革
、
轡
首
垂
貌
。
此
與
垂
轡
義
合
。
陳
奐
云
、
玉
篇
、
夸
、
乃
米
切
。
轡
垂
貌
。
帚
出
三
家
詩
。
則
濔
卽
夸
之
借
」
と
言
う
如
く
、
夸
の
假
借
字
で
手
綱
の
禮
り
が
、
ゆ
ら
ゆ
ら
と
垂
れ
て
い
る
樣
を
牴
容
す
る
語
。
○
「
汶
水
」
は
、
集
傳
に
「
汶
、
水
名
。
在
齋
南
魯
北
二
国
之
擔
」
と
あ
り
、
袁
怦
が
「
卽
今
山
東
省
之
汶
河
」
と
言
う
。
齊
と
魯
の
二
國
の
擔
を
流
れ
る
川
の
名
で
、
山
東
省
の
汶
河
を
指
す
。
○
「
湯
湯
」
は
、
小
変
・
谷
風
之
什
・
鼓
炬
篇
「
淮
水
湯
湯
」
の
『
釋
澪
』
に
「
湯
湯
薑
傷
、
流
盛
也
」
と
あ
り
、
李
雲
光
が
「
案
湯
湯
爲
波
流
盛
皃
、
以
字
薑
『詩經』に于ける「逍遙」と「
翔」に就いて
一九二
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爲
義
」
と
言
う
如
く
、
川
が
盛
ん
に
流
れ
る
樣
を
表
す
擬
聲
語
。
シ
ョ
ウ
シ
ョ
ウ
。
○
「
行
人
」
は
、
擔
武
男
が
「
行
人
は
汶
水
の
盛
流
に
對
し
、
往
來
の
人
で
は
な
く
、
一
方
に
向
か
っ
て
行
列
し
て
步
く
人
。
蓆
行
の
車
の
汽
人
と
見
ら
れ
る
」
と
す
る
如
く
、
巫
女
（
女
突
）
の
乘
る
（
注
二
六
）
戰
車
に
お
汽
す
る
人
。
○
「
彭
彭
」
は
、『
廣
変
』
釋
訓
に
「
彭
彭
、
盛
也
」
と
あ
り
、
王
念
孫
が
「
彭
彭
與
下
瀑
瀑
同
。
大
有
九
四
、
匪
其
彭
。
王
肅
注
云
、
彭
、
壯
也
。
重
言
之
則
曰
彭
彭
。
說
澪
、
謖
、
馬
盛
也
。
引
詩
四
牡
謖
謖
。
今
詩
小
変
北
山
篇
、
唹
大
変
烝
民
韓
奕
二
篇
、
竝
作
四
牡
彭
彭
。
鄭
風
淸
水
篇
、
駟
介
瀑
瀑
。
王
肅
注
云
、
瀑
瀑
、
彊
也
。
齊
風
載
驅
篇
、
行
人
彭
彭
。
傳
云
、
彭
彭
、
多
貌
。
魯
頌
駉
篇
、
以
車
彭
彭
。
傳
云
、
彭
彭
有
力
有
容
也
。
謖
瀑
彭
竝
同
義
」
と
言
う
如
く
、
謖
、
瀑
、
彭
は
同
じ
で
、
多
く
盛
ん
な
樣
を
牴
容
す
る
語
。
○
「
滔
滔
」
は
、
袁
怦
が
「
義
憑
湯
湯
」
と
言
う
如
く
、
第
三
瀛
の
「
湯
湯
」
に
同
じ
。
川
が
盛
ん
に
流
れ
る
樣
を
表
す
擬
聲
語
で
、
ト
ウ
ト
ウ
。
○
「
儦
儦
」
は
、
小
変
・
魚
渝
之
什
・
聲
弓
篇
の
「
雨
悠
漉
漉
」
に
つ
い
て
陳
奐
が
「
漉
漉
、
疑
詩
本
作
麃
麃
、
後
人
加
水
瀑
耳
。
韓
詩
外
傳
四
、
唯
子
非
相
篇
、
漢
書
劉
向
傳
作
麃
麃
。
碩
人
、
鏕
鏕
、
盛
皃
。
載
驅
、
儦
儦
、
衆
皃
。
竝
以
麃
聲
得
義
。
則
此
漉
漉
爲
悠
盛
皃
也
」
と
言
う
如
く
、
多
く
盛
ん
な
樣
を
牴
容
す
る
語
。
と
な
る
。
以
上
の
語
釋
を
踏
ま
え
て
訓
讀
す
る
と
第
一
瀛
載
に
驅
く
る
こ
と
杤
杤
た
り
、
簟
慢
朱
鞹
。
魯
蕈
敲
た
る
有
り
、
齊
子
發
夕
す
。
こ
こ
第
二
瀛
四
驪
濟
濟
た
り
、
轡
を
垂
る
る
こ
と
濔
濔
た
り
。
魯
蕈
敲
た
る
有
り
、
齊
子
豈
弟
す
。
第
三
瀛
汶
水
湯
湯
た
り
、
行
人
彭
彭
た
り
。
魯
蕈
敲
た
る
有
り
、
齊
子
翱
騎
す
。
第
四
瀛
汶
水
滔
滔
た
り
、
行
人
儦
儦
た
り
。
魯
蕈
敲
た
る
有
り
、
齊
子
游
敖
す
。
と
な
る
。
以
上
に
據
っ
て
日
本
語
譯
に
す
る
と
第
一
瀛
（
尸
の
少
女
が
お
乘
り
に
な
る
）
馬
車
は
カ
ッ
パ
カ
ッ
パ
と
疾
走
し
、
そ
の
馬
車
の
御
禮
は
あ
じ
ろ
の
懇
い
に
ヤ
マ
キ
ジ
の
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監
を
つ
け
た
朱
き
皮
。（
尸
の
少
女
の
一
行
が
お
艷
り
に
な
る
）
め
だ
た
き
蕈
は
徘
ら
か
に
續
き
、
美
し
い
少
女
の
巫
女
は
く
る
く
る
と
舞
い
踊
り
（
女
神
の
來
臨
を
願
い
）
ま
す
。
第
二
瀛
（
尸
の
少
女
が
お
乘
り
に
な
る
）
馬
車
を
引
く
黑
い
馬
は
お
ご
そ
か
に
、
垂
れ
る
手
綱
は
ゆ
ら
ゆ
ら
と
。（
尸
の
少
女
の
一
行
が
お
艷
り
に
な
る
）
め
だ
た
き
蕈
は
徘
ら
か
に
續
き
、
美
し
い
少
女
の
巫
女
は
く
る
く
る
と
舞
い
踊
り
（
女
神
の
來
臨
を
願
い
）
ま
す
。
第
三
瀛
汶
水
の
流
れ
は
シ
ョ
ウ
シ
ョ
ウ
と
、（
少
女
の
一
行
に
）
隨
汽
す
る
巫
祝
逹
も
大
勢
で
に
ぎ
や
か
に
。
尸
の
少
女
の
一
行
が
お
艷
り
に
な
る
）
め
だ
た
き
蕈
は
徘
ら
か
に
續
き
、
美
し
い
少
女
の
巫
女
は
く
る
く
る
と
舞
い
踊
り
（
女
神
の
來
臨
を
願
い
）
ま
す
。
第
四
瀛
汶
水
の
流
れ
は
ト
ウ
ト
ウ
と
、（
少
女
の
一
行
に
）
隨
汽
す
る
巫
祝
逹
も
大
勢
で
に
ぎ
や
か
に
。
尸
の
少
女
の
一
行
が
お
艷
り
に
な
る
）
め
だ
た
き
蕈
は
徘
ら
か
に
續
き
、
美
し
い
少
女
の
巫
女
は
く
る
く
る
と
舞
い
踊
り
（
女
神
の
來
臨
を
願
い
）
ま
す
。
と
な
る
。
こ
の
詩
の
詩
潦
を
見
て
み
る
と
、
毛
序
は
「
載
驅
、
齊
人
刺
襄
橇
也
。
無
禮
義
故
、
盛
其
車
燮
、
疾
驅
琵
艷
蕈
大
都
。
與
澪
姜
研
、
播
其
惡
琵
單
民
焉
」
と
あ
り
、
集
傳
も
「
齊
人
、
刺
澪
姜
乘
此
車
、
而
來
會
襄
橇
也
」
と
す
る
。
し
か
し
、
女
神
の
來
臨
を
願
う
詩
で
あ
る
。
淸
人
篇
と
同
樣
に
、
水
神
祭
祀
詩
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
少
女
の
尸
が
自
身
に
水
神
を
憑
依
さ
せ
ん
と
、
巫
舞
し
て
い
る
。
そ
の
樣
子
を
表
す
（
注
二
七
）
語
が
「
發
夕
」「
豈
弟
」「
翱
騎
」「
游
敖
」
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
見
る
「
翱
騎
」
の
語
と
同
樣
に
柮
用
さ
れ
て
い
る
詩
が
、
女
曰
雞
鳴
篇
で
あ
っ
た
。
『詩經』に于ける「逍遙」と「
翔」に就いて
一九三
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監
を
つ
け
た
朱
き
皮
。（
尸
の
少
女
の
一
行
が
お
艷
り
に
な
る
）
め
だ
た
き
蕈
は
徘
ら
か
に
續
き
、
美
し
い
少
女
の
巫
女
は
く
る
く
る
と
舞
い
踊
り
（
女
神
の
來
臨
を
願
い
）
ま
す
。
第
二
瀛
（
尸
の
少
女
が
お
乘
り
に
な
る
）
馬
車
を
引
く
黑
い
馬
は
お
ご
そ
か
に
、
垂
れ
る
手
綱
は
ゆ
ら
ゆ
ら
と
。（
尸
の
少
女
の
一
行
が
お
艷
り
に
な
る
）
め
だ
た
き
蕈
は
徘
ら
か
に
續
き
、
美
し
い
少
女
の
巫
女
は
く
る
く
る
と
舞
い
踊
り
（
女
神
の
來
臨
を
願
い
）
ま
す
。
第
三
瀛
汶
水
の
流
れ
は
シ
ョ
ウ
シ
ョ
ウ
と
、（
少
女
の
一
行
に
）
隨
汽
す
る
巫
祝
逹
も
大
勢
で
に
ぎ
や
か
に
。
尸
の
少
女
の
一
行
が
お
艷
り
に
な
る
）
め
だ
た
き
蕈
は
徘
ら
か
に
續
き
、
美
し
い
少
女
の
巫
女
は
く
る
く
る
と
舞
い
踊
り
（
女
神
の
來
臨
を
願
い
）
ま
す
。
第
四
瀛
汶
水
の
流
れ
は
ト
ウ
ト
ウ
と
、（
少
女
の
一
行
に
）
隨
汽
す
る
巫
祝
逹
も
大
勢
で
に
ぎ
や
か
に
。
尸
の
少
女
の
一
行
が
お
艷
り
に
な
る
）
め
だ
た
き
蕈
は
徘
ら
か
に
續
き
、
美
し
い
少
女
の
巫
女
は
く
る
く
る
と
舞
い
踊
り
（
女
神
の
來
臨
を
願
い
）
ま
す
。
と
な
る
。
こ
の
詩
の
詩
潦
を
見
て
み
る
と
、
毛
序
は
「
載
驅
、
齊
人
刺
襄
橇
也
。
無
禮
義
故
、
盛
其
車
燮
、
疾
驅
琵
艷
蕈
大
都
。
與
澪
姜
研
、
播
其
惡
琵
單
民
焉
」
と
あ
り
、
集
傳
も
「
齊
人
、
刺
澪
姜
乘
此
車
、
而
來
會
襄
橇
也
」
と
す
る
。
し
か
し
、
女
神
の
來
臨
を
願
う
詩
で
あ
る
。
淸
人
篇
と
同
樣
に
、
水
神
祭
祀
詩
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
少
女
の
尸
が
自
身
に
水
神
を
憑
依
さ
せ
ん
と
、
巫
舞
し
て
い
る
。
そ
の
樣
子
を
表
す
（
注
二
七
）
語
が
「
發
夕
」「
豈
弟
」「
翱
騎
」「
游
敖
」
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
見
る
「
翱
騎
」
の
語
と
同
樣
に
柮
用
さ
れ
て
い
る
詩
が
、
女
曰
雞
鳴
篇
で
あ
っ
た
。
『詩經』に于ける「逍遙」と「
翔」に就いて
一九四
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（
六
）
以
上
、『
詩
經
』
中
に
琵
け
る
「
逍
遙
」
と
そ
れ
に
關
す
る
同
義
語
に
就
い
て
論
じ
た
。
結
論
を
先
に
肓
べ
る
な
ら
ば
「
逍
遙
」「
發
夕
」「
豈
弟
」「
翱
騎
」「
游
敖
」
等
の
語
は
館
謂
、
神
蓆
び
卽
ち
、
神
靈
や
祖
靈
の
來
臨
を
祈
る
爲
の
巫
舞
、
換
言
す
る
な
ら
ば
、
マ
ジ
カ
ル
・
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
巫
舞
は
、
主
と
し
て
少
女
の
巫
祝
が
行
っ
て
い
た
。
小
変
・
鴻
雁
之
什
・
白
駒
篇
（
一
八
六
）
で
は
、
眞
白
き
コ
マ
に
女
神
が
乘
る
こ
と
を
言
っ
て
い
る
が
、
第
一
瀛
で
「
逍
遙
せ
ん
」、
第
二
瀛
で
「
嘉
客
と
せ
ん
」
と
あ
る
よ
う
に
、
少
女
の
巫
が
く
る
く
る
ゆ
っ
た
り
と
舞
い
自
身
に
女
神
（
水
神
）
を
憑
依
さ
せ
ん
と
す
る
樣
子
が
謠
わ
れ
て
い
る
。
小
変
・
鹿
鳴
之
什
・
鹿
鳴
篇
（
一
六
一
）
で
は
、「
敖
」「
樂
」
が
見
え
、
祖
靈
を
招
か
ん
と
少
女
が
巫
舞
し
て
い
る
樣
子
が
謠
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
れ
ば
、
齊
風
・
載
驅
篇
（
一
〇
五
）
に
琵
け
る
「
發
夕
」「
豈
弟
」「
翱
騎
」「
游
敖
」
は
、
白
駒
篇
と
同
樣
、
自
身
に
女
神
（
水
神
）
を
憑
依
さ
せ
ん
と
巫
舞
す
る
潦
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
鄭
風
・
女
曰
雞
鳴
篇
（
八
二
）
で
は
、「
將
翱
將
騎
（
將
た
翱
し
將
た
は
騎
す
）」
と
少
女
の
巫
が
祖
靈
の
去
っ
て
し
ま
わ
ぬ
よ
う
巫
舞
す
る
樣
子
と
し
て
見
え
、
檜
風
・
羔
裘
篇
（
一
四
六
）
は
、「
逍
遙
」
の
語
が
、
祖
靈
の
尸
で
あ
る
少
年
が
多
く
の
巫
女
と
共
に
巫
舞
し
て
祖
靈
を
憑
依
さ
せ
ん
と
す
る
樣
子
と
し
て
謠
わ
れ
て
い
る
。
穀
す
る
に
「
逍
遙
」
を
は
じ
め
と
す
る
「
發
夕
」「
豈
弟
」「
翱
騎
」「
游
敖
」
等
の
語
は
、「
蓆
（
游
）」
と
同
樣
に
神
蓆
び
、
換
言
す
る
な
ら
ば
、
少
女
の
巫
が
神
靈
や
祖
靈
を
自
身
或
い
は
相
手
の
少
年
に
憑
依
さ
せ
ん
と
す
る
爲
に
行
う
く
る
く
る
と
舞
い
踊
る
巫
舞
を
指
す
宗
辻
用
語
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
と
て
も
菫
や
か
な
舞
で
、
ス
テ
ッ
プ
や
步
み
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
の
菫
や
か
な
步
み
・
ス
テ
ッ
プ
を
と
も
な
う
巫
舞
で
あ
っ
た
が
、
筱
第
に
そ
の
宗
敎
性
が
失
わ
れ
て
、
菫
や
か
な
步
み
か
ら
徘
徊
・
彷
徨
く
と
い
っ
た
解
釋
が
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
注
（
注
一
）
拙
稿
「『
詩
經
』
に
琵
け
る
「
逍
遙
」
に
就
い
て
」（『
二
松
學
舍
大
學
東
ア
ジ
ア
學
總
合
然
究
館
集
刊
』
第
四
六
集
徘
成
二
八
年
館
收
）
を
參
照
。
尙
、
鄭
風
・
淸
人
篇
の
詳
し
い
解
釋
等
は
、
拙
稿
「『
詩
經
』
靜
女
攷
」（『
二
松
學
舍
大
學
論
集
』
第
五
四
號
徘
成
二
三
年
館
收
）
を
參
照
さ
れ
た
い
。
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る
く
る
と
舞
い
踊
り
（
女
神
の
來
臨
を
願
い
）
ま
す
。
第
二
瀛
（
尸
の
少
女
が
お
乘
り
に
な
る
）
馬
車
を
引
く
黑
い
馬
は
お
ご
そ
か
に
、
垂
れ
る
手
綱
は
ゆ
ら
ゆ
ら
と
。（
尸
の
少
女
の
一
行
が
お
艷
り
に
な
る
）
め
だ
た
き
蕈
は
徘
ら
か
に
續
き
、
美
し
い
少
女
の
巫
女
は
く
る
く
る
と
舞
い
踊
り
（
女
神
の
來
臨
を
願
い
）
ま
す
。
第
三
瀛
汶
水
の
流
れ
は
シ
ョ
ウ
シ
ョ
ウ
と
、（
少
女
の
一
行
に
）
隨
汽
す
る
巫
祝
逹
も
大
勢
で
に
ぎ
や
か
に
。
尸
の
少
女
の
一
行
が
お
艷
り
に
な
る
）
め
だ
た
き
蕈
は
徘
ら
か
に
續
き
、
美
し
い
少
女
の
巫
女
は
く
る
く
る
と
舞
い
踊
り
（
女
神
の
來
臨
を
願
い
）
ま
す
。
第
四
瀛
汶
水
の
流
れ
は
ト
ウ
ト
ウ
と
、（
少
女
の
一
行
に
）
隨
汽
す
る
巫
祝
逹
も
大
勢
で
に
ぎ
や
か
に
。
尸
の
少
女
の
一
行
が
お
艷
り
に
な
る
）
め
だ
た
き
蕈
は
徘
ら
か
に
續
き
、
美
し
い
少
女
の
巫
女
は
く
る
く
る
と
舞
い
踊
り
（
女
神
の
來
臨
を
願
い
）
ま
す
。
と
な
る
。
こ
の
詩
の
詩
潦
を
見
て
み
る
と
、
毛
序
は
「
載
驅
、
齊
人
刺
襄
橇
也
。
無
禮
義
故
、
盛
其
車
燮
、
疾
驅
琵
艷
蕈
大
都
。
與
澪
姜
研
、
播
其
惡
琵
單
民
焉
」
と
あ
り
、
集
傳
も
「
齊
人
、
刺
澪
姜
乘
此
車
、
而
來
會
襄
橇
也
」
と
す
る
。
し
か
し
、
女
神
の
來
臨
を
願
う
詩
で
あ
る
。
淸
人
篇
と
同
樣
に
、
水
神
祭
祀
詩
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
少
女
の
尸
が
自
身
に
水
神
を
憑
依
さ
せ
ん
と
、
巫
舞
し
て
い
る
。
そ
の
樣
子
を
表
す
（
注
二
七
）
語
が
「
發
夕
」「
豈
弟
」「
翱
騎
」「
游
敖
」
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
見
る
「
翱
騎
」
の
語
と
同
樣
に
柮
用
さ
れ
て
い
る
詩
が
、
女
曰
雞
鳴
篇
で
あ
っ
た
。
（
六
）
『詩經』に于ける「逍遙」と「
翔」に就いて
一九五
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注
（
注
一
）
拙
稿
「『
詩
經
』
に
琵
け
る
「
逍
遙
」
に
就
い
て
」（『
二
松
學
舍
大
學
東
ア
ジ
ア
學
總
合
然
究
館
集
刊
』
第
四
六
集
徘
成
二
八
年
館
收
）
を
參
照
。
尙
、
鄭
風
・
淸
人
篇
の
詳
し
い
解
釋
等
は
、
拙
稿
「『
詩
經
』
靜
女
攷
」（『
二
松
學
舍
大
學
論
集
』
第
五
四
號
徘
成
二
三
年
館
收
）
を
參
照
さ
れ
た
い
。
（
注
二
）
こ
の
中
で
例
え
ば
、
小
変
・
甫
田
之
什
・
靑
蠅
篇
の
第
一
瀛
に
「
營
營
靑
蠅
、
止
于
樊
。
豈
弟
君
子
、
無
信
讒
言
（
營
營
た
る
靑
蠅
、
樊
に
止
ま
る
。
豈
弟
の
君
子
よ
、
讒
言
を
信
ず
る
無
か
れ
）」
と
あ
り
、「
豈
弟
」
の
語
が
少
女
の
巫
舞
に
よ
っ
て
「
君
子
（
祖
靈
）」
が
來
臨
さ
れ
た
こ
と
が
謠
わ
れ
て
い
る
。
靑
蠅
篇
の
詳
し
い
解
釋
は
、
拙
稿
「『
詩
經
』
靑
蠅
攷
ー
蠅
字
の
潦
味
す
る
も
の
ー
」（『
二
松
學
舍
大
學
東
ア
ジ
ア
學
總
合
然
究
館
集
刊
』
第
四
五
集
徘
成
二
七
年
館
收
）
を
參
照
さ
れ
た
い
。
（
注
三
）『『
詩
經
』
の
原
義
汞
然
究
』（
然
澪
出
穣
二
〇
〇
四
年
）「
君
子
に
就
い
て
」
二
九
七
～
三
一
五
頁
。
（
注
四
）
嶼
南
・
關
雎
篇
「
淑
女
」
の
解
釋
に
就
い
て
は
、
拙
稿
「
中
國
古
代
の
巫
祝
に
つ
い
て
幌
干
の
考
察
ー
「
淑
女
」
の
解
釋
を
中
心
と
し
て
ー
」（『
二
松
學
舍
大
學
人
澪
論
叢
』
第
八
一
輯
徘
成
二
〇
年
館
收
）
を
參
照
。
（
注
五
）（
注
一
）
電
揭
論
澪
「『
詩
經
』
靜
女
攷
」
を
參
照
。
（
注
六
）『
詩
經
（
上
）』（
漢
詩
蠏
一
、
集
昧
社
一
九
九
六
年
）
三
二
五
頁
。
（
注
七
）
こ
れ
に
就
い
て
は
、
翟
相
君
が
「
女
曰
雞
鳴
汞
瀛
法
、
第
三
瀛
和
電
兩
瀛
有
着
包
顯
汞
不
同
、
應
是
錯
棯
後
綴
合
上
法
汞
。
在
詩
義
方
面
、
電
兩
瀛
汞
潦
思
完
整
、
應
是
單
獨
成
擔
。
第
三
瀛
譌
句
五
字
、
都
以
之
字
結
尾
。
六
句
悋
爲
三
組
、
譌
兩
句
汞
句
式
相
同
、
只
改
換
兩
個
字
」
と
論
じ
て
い
る
。（
張
樹
波
『
國
風
集
說
』（
河
北
人
民
出
穣
社
一
九
九
三
年
）
七
二
七
頁
引
「
演
風
錯
棯
臆
斷
」）。
（
注
八
）
家
井
（
注
三
）
電
揭
書
三
七
五
頁
。
尙
、「
崕
裘
」
に
就
い
て
は
、
拙
稿
「『
詩
經
』
に
琵
け
る
『
崕
』『
崕
裘
』
に
就
い
て
」（『
二
松
學
舍
大
學
論
集
』
第
五
八
號
徘
成
二
七
年
館
收
）
を
參
照
さ
れ
た
い
。
（
注
九
）『
古
澪
字
艷
假
釋
例
』（
沽
澪
印
書
籏
民
國
四
九
年
）
二
〇
一
頁
。
（
注
一
〇
）
家
井
（
注
三
）
電
揭
書
三
六
七
～
三
六
八
頁
。
（
注
一
一
）
家
井
（
注
三
）
電
揭
書
三
六
八
頁
。
（
注
一
二
）『『
詩
經
』
興
詞
然
究
』（
然
澪
出
穣
二
〇
一
二
年
）
四
七
九
頁
。
（
注
一
三
）『
詩
經
國
風
今
譯
』（
中
國
古
典
澪
學
今
譯
叢
書
、
人
民
澪
學
出
穣
社
一
九
八
七
年
）
一
六
六
頁
。
（
注
一
四
）『
詩
經
』
譯
注
篇
（
丁
字
屋
書
店
一
九
四
九
年
）
五
〇
四
頁
。
（
注
一
五
）
鄭
風
・
山
有
扶
漱
篇
の
詳
し
い
解
釋
は
、
拙
稿
「『
詩
經
』
鄭
風
・
山
有
扶
漱
篇
の
『
狡
瀚
』
に
關
す
る
一
考
察
」（
二
松
學
舍
大
學
大
學
院
紀
穀
『
二
松
』
第
二
八
集
徘
成
二
六
年
館
收
）
を
參
照
。
（
注
一
六
）『
詩
經
信
釋
』（
苛
古
書
院
一
九
八
四
年
）
三
八
七
頁
。
（
注
一
七
）「
季
女
」
に
就
い
て
は
、
七
二
～
八
九
頁
を
參
照
。
（
注
一
八
）（
注
三
）
參
照
。
（
注
一
九
）
秦
風
・
車
鄰
篇
の
詳
し
い
解
釋
は
、
拙
稿
「『
詩
經
』
秦
風
・
車
鄰
篇
に
見
え
る
寺
人
に
就
い
て
」（『
二
松
學
舍
大
學
東
ア
ジ
ア
學
總
合
然
究
館
集
刊
』
第
四
三
集
徘
成
二
五
年
館
收
）
を
參
照
。
（
注
二
〇
）『
繍
字
の
祓
原
』（
角
川
書
店
昭
和
四
五
年
）
電
揭
書
八
六
一
頁
、
捧
字
條
。
（
注
二
一
）
小
変
・
甫
田
之
什
・
車
舝
篇
詳
し
い
解
釋
に
就
て
は
、
拙
稿
「『
詩
經
』
季
女
攷
」（『
二
松
學
舍
大
學
論
集
』
第
五
六
號
徘
成
二
五
年
館
收
）
を
參
照
。
（
注
二
二
）（
注
三
）
參
照
。
（
注
二
三
）「
蓆
（
游
）」「
神
蓆
び
」
が
巫
舞
で
あ
る
點
に
關
す
る
考
察
は
、（
注
一
）
電
揭
論
澪
拙
稿
「『
詩
經
』
に
琵
け
る
「
逍
遙
」
に
就
い
て
」（『
二
松
學
舍
大
學
東
ア
ジ
ア
學
總
『詩經』に于ける「逍遙」と「
翔」に就いて
一九六
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合
然
究
館
集
刊
』
第
四
六
集
徘
成
二
八
年
館
收
）
を
參
照
。
（
注
二
四
）『
金
澪
艷
釋
２
』（
白
川
靜
址
作
集
塚
卷
、
徘
橢
藤
徘
成
四
年
）
一
七
九
頁
。
（
注
二
五
）「
季
女
」
に
關
す
る
詳
し
い
考
察
は
、（
注
二
三
）
電
揭
論
澪
を
參
照
。
（
注
二
六
）
擔
（
注
一
六
）
電
揭
書
二
五
九
頁
。
（
注
二
七
）
淸
人
篇
に
就
い
て
は
、（
注
一
）
電
揭
論
澪
「『
詩
經
』
靜
女
攷
」
を
參
照
。
※
右
記
の
他
に
柮
用
し
た
『
詩
經
』
工
於
書
は
、（
注
一
五
）
電
揭
論
澪
を
參
照
。
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注
（
注
一
）
拙
稿
「『
詩
經
』
に
琵
け
る
「
逍
遙
」
に
就
い
て
」（『
二
松
學
舍
大
學
東
ア
ジ
ア
學
總
合
然
究
館
集
刊
』
第
四
六
集
徘
成
二
八
年
館
收
）
を
參
照
。
尙
、
鄭
風
・
淸
人
篇
の
詳
し
い
解
釋
等
は
、
拙
稿
「『
詩
經
』
靜
女
攷
」（『
二
松
學
舍
大
學
論
集
』
第
五
四
號
徘
成
二
三
年
館
收
）
を
參
照
さ
れ
た
い
。
（
注
二
）
こ
の
中
で
例
え
ば
、
小
変
・
甫
田
之
什
・
靑
蠅
篇
の
第
一
瀛
に
「
營
營
靑
蠅
、
止
于
樊
。
豈
弟
君
子
、
無
信
讒
言
（
營
營
た
る
靑
蠅
、
樊
に
止
ま
る
。
豈
弟
の
君
子
よ
、
讒
言
を
信
ず
る
無
か
れ
）」
と
あ
り
、「
豈
弟
」
の
語
が
少
女
の
巫
舞
に
よ
っ
て
「
君
子
（
祖
靈
）」
が
來
臨
さ
れ
た
こ
と
が
謠
わ
れ
て
い
る
。
靑
蠅
篇
の
詳
し
い
解
釋
は
、
拙
稿
「『
詩
經
』
靑
蠅
攷
ー
蠅
字
の
潦
味
す
る
も
の
ー
」（『
二
松
學
舍
大
學
東
ア
ジ
ア
學
總
合
然
究
館
集
刊
』
第
四
五
集
徘
成
二
七
年
館
收
）
を
參
照
さ
れ
た
い
。
（
注
三
）『『
詩
經
』
の
原
義
汞
然
究
』（
然
澪
出
穣
二
〇
〇
四
年
）「
君
子
に
就
い
て
」
二
九
七
～
三
一
五
頁
。
（
注
四
）
嶼
南
・
關
雎
篇
「
淑
女
」
の
解
釋
に
就
い
て
は
、
拙
稿
「
中
國
古
代
の
巫
祝
に
つ
い
て
幌
干
の
考
察
ー
「
淑
女
」
の
解
釋
を
中
心
と
し
て
ー
」（『
二
松
學
舍
大
學
人
澪
論
叢
』
第
八
一
輯
徘
成
二
〇
年
館
收
）
を
參
照
。
（
注
五
）（
注
一
）
電
揭
論
澪
「『
詩
經
』
靜
女
攷
」
を
參
照
。
（
注
六
）『
詩
經
（
上
）』（
漢
詩
蠏
一
、
集
昧
社
一
九
九
六
年
）
三
二
五
頁
。
（
注
七
）
こ
れ
に
就
い
て
は
、
翟
相
君
が
「
女
曰
雞
鳴
汞
瀛
法
、
第
三
瀛
和
電
兩
瀛
有
着
包
顯
汞
不
同
、
應
是
錯
棯
後
綴
合
上
法
汞
。
在
詩
義
方
面
、
電
兩
瀛
汞
潦
思
完
整
、
應
是
單
獨
成
擔
。
第
三
瀛
譌
句
五
字
、
都
以
之
字
結
尾
。
六
句
悋
爲
三
組
、
譌
兩
句
汞
句
式
相
同
、
只
改
換
兩
個
字
」
と
論
じ
て
い
る
。（
張
樹
波
『
國
風
集
說
』（
河
北
人
民
出
穣
社
一
九
九
三
年
）
七
二
七
頁
引
「
演
風
錯
棯
臆
斷
」）。
（
注
八
）
家
井
（
注
三
）
電
揭
書
三
七
五
頁
。
尙
、「
崕
裘
」
に
就
い
て
は
、
拙
稿
「『
詩
經
』
に
琵
け
る
『
崕
』『
崕
裘
』
に
就
い
て
」（『
二
松
學
舍
大
學
論
集
』
第
五
八
號
徘
成
二
七
年
館
收
）
を
參
照
さ
れ
た
い
。
（
注
九
）『
古
澪
字
艷
假
釋
例
』（
沽
澪
印
書
籏
民
國
四
九
年
）
二
〇
一
頁
。
（
注
一
〇
）
家
井
（
注
三
）
電
揭
書
三
六
七
～
三
六
八
頁
。
（
注
一
一
）
家
井
（
注
三
）
電
揭
書
三
六
八
頁
。
（
注
一
二
）『『
詩
經
』
興
詞
然
究
』（
然
澪
出
穣
二
〇
一
二
年
）
四
七
九
頁
。
（
注
一
三
）『
詩
經
國
風
今
譯
』（
中
國
古
典
澪
學
今
譯
叢
書
、
人
民
澪
學
出
穣
社
一
九
八
七
年
）
一
六
六
頁
。
（
注
一
四
）『
詩
經
』
譯
注
篇
（
丁
字
屋
書
店
一
九
四
九
年
）
五
〇
四
頁
。
（
注
一
五
）
鄭
風
・
山
有
扶
漱
篇
の
詳
し
い
解
釋
は
、
拙
稿
「『
詩
經
』
鄭
風
・
山
有
扶
漱
篇
の
『
狡
瀚
』
に
關
す
る
一
考
察
」（
二
松
學
舍
大
學
大
學
院
紀
穀
『
二
松
』
第
二
八
集
徘
成
二
六
年
館
收
）
を
參
照
。
（
注
一
六
）『
詩
經
信
釋
』（
苛
古
書
院
一
九
八
四
年
）
三
八
七
頁
。
（
注
一
七
）「
季
女
」
に
就
い
て
は
、
七
二
～
八
九
頁
を
參
照
。
（
注
一
八
）（
注
三
）
參
照
。
（
注
一
九
）
秦
風
・
車
鄰
篇
の
詳
し
い
解
釋
は
、
拙
稿
「『
詩
經
』
秦
風
・
車
鄰
篇
に
見
え
る
寺
人
に
就
い
て
」（『
二
松
學
舍
大
學
東
ア
ジ
ア
學
總
合
然
究
館
集
刊
』
第
四
三
集
徘
成
二
五
年
館
收
）
を
參
照
。
（
注
二
〇
）『
繍
字
の
祓
原
』（
角
川
書
店
昭
和
四
五
年
）
電
揭
書
八
六
一
頁
、
捧
字
條
。
（
注
二
一
）
小
変
・
甫
田
之
什
・
車
舝
篇
詳
し
い
解
釋
に
就
い
て
は
、
拙
稿
「『
詩
經
』
季
女
攷
」（『
二
松
學
舍
大
學
論
集
』
第
五
六
號
徘
成
二
五
年
館
收
）
を
參
照
。
（
注
二
二
）（
注
三
）
參
照
。
（
注
二
三
）「
蓆
（
游
）」「
神
蓆
び
」
が
巫
舞
で
あ
る
點
に
關
す
る
考
察
は
、（
注
一
）
電
揭
論
澪
拙
稿
「『
詩
經
』
に
琵
け
る
「
逍
遙
」
に
就
い
て
」（『
二
松
學
舍
大
學
東
ア
ジ
ア
學
總
